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令和６年度 

事務事業の点検及び評価報告書 
【評価内容】評価：事業数：(  )＝令和５年度評価事業数：前年比増減 

 

 

Ｓ ＝   ２事業   （３） △ １ 

Ａ ＝  ５３事業  （３５）  １８ 

Ｂ ＝  １２事業  （１７） △ ５ 

Ｃ ＝    ２事業   （３） △ １ 

Ｄ ＝   ０事業   （０）  

合計 ＝  ６９事業  （５８）  １１ 

※  事業数(令和５年度事業数：５８事業→令和６年度事業数：６９事業)  
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令和７年９月 恩納村教育委員会 

１ はじめに 

  教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検、評価を行い、その結果を報告書として作成し、議会に提出するとともに、公

表することになっております。 

(地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)：平成 27 年 4月 1日改正) 

  そのため、恩納村教育委員会では、効果的かつ効率的な教育行政の推進に資するとともに、村民への説明責任を果たしていくために、同法第２６条の規定に基

づき、教育委員会の事務の点検及び評価を行い、その評価に際しては、教育に関する学識経験者で構成される外部評価委員会を設置しその知見の活用を図りまし

た。 

  この報告書は、毎年、作成し公表しておりますが、教育委員会では、報告書の内容充実に努め、村民にわかりやすい報告書にするために、必要な検討を加えて

いくことにしています。 

  また、点検評価の実施を通じて、教育施策の効果的な検証と改善を図りながら、事務事業の点検及び評価に関する結果を報告書としてまとめ、議会に提出した

後に、村民に公表(HP等)するとともに、翌年度の施策、事業の改善に役立てるものとし、本村教育行政の着実な推進につなげていきたいと考えております。 

 

 （参考） 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」抜粋 平成 27年 4月 1日改正 

  （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26 条 教育委員会は、毎年その権限に属する事務（前条第 1項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務（同条第 4 項の規定により事務局職員等に委任された事務を含

む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、これを議会に提出するともに、公表しなければならない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の

活用を図るものとする。（平成 20年 4月 1日施行） 

 

２ 教育委員会の活動状況について 

  教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、首長から独立した行政委員会として各都道府県、市町村に設置されています。委員は教育長

を含め５名で組織され、その合議の下に、学校その他教育機関の設置及びその管理や廃止に関することや教育財産の管理、学校の教育課程、学習指導、生徒指導

等に関することなど教育行政の執行管理を行っています。 

  通常の業務については、教育長を通して、業務の執行管理を行いますが、教育行政の基本的な方針や委員会規則や規程の制定、学校や教育機関の設置や廃止、

教育機関の職員の任免、事務事業の評価などは教育長に委任することはできず、委員会自らが執行管理をすることになっています。 
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(１) 教育委員の任命状況 

   教育委員は、地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する者の中から、地方公共団体の長が、議会の

同意を得て任命します。委員のうち、過半数が同一政党に所属することはできません。更に、地方公共団体の長は、委員の任命に当たって、年齢・性別・職業

等に偏りが生じないよう配慮するとともに、保護者である者が含まれるようにしなければならないとされ、村教育委員の任命状況は、保護者 1 名を含めた４名

となっており、年齢等に偏りが生じないよう構成に配慮しております。村教育委員会は教育長と教育委員により構成される合議体です。 

 

令和６年度の教育長・教育委員の任期期間は次のとおりです。(勤続年月数：令和７年 3 月 31 日現在) 

 

役職 氏   名 任     期 
教育委員としての経歴 

備    考 
初就任 勤続年月数 

教育長 宜 志 富 清 博 令和  5 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日 令和 5 年 1 期  2 年  

委 員 宇 江 城 明 美 令和  4 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日 令和 4 年 1 期  3 年  

委 員 千 葉 明 子 令和 6 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日 平成  6 年 1 期  1 年  

委 員 吉 山 佳 子 令和 5 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日 平成 27 年 3 期 10 年 教育長職務代理者(平成 30 年 10 月 1 日付)就任 

委 員 比 嘉 律 子 令和 5 年 7 月 1 日～令和 7 年 6 月 30 日 令和 5 年 1 期  1 年 9 カ月  

 

(２) 教育委員会の会議 

教育委員会は、恩納村教育委員会会議規則に基づいて毎月 21 日を定例教育委員会の開催日として会議を開催するほか、緊急を有する事案が出た場合は適宜、

臨時会を開催し必要事項を審議し決定しています。令和 6 年度の教育委員会の会議開催は次のとおりです。 

 

会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

令和 6年 

4月定例会 

 

 

 

 

 

4月 19日(金)  

10:00～11:03 

 

 

 

 

 

3階全員協議会室 5人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第 １号 恩納村共同学校事務室設置要綱の一部を改正する要綱について 

４．議案第 ２号 恩納村学校運営協議会委員の委嘱について 

５．報告第 １号 恩納村学校運営協議会委員の委嘱の報告について 

６．その他の協議・連絡事項 

 

5月定例会 

 

 

5月 22日(水) 

9:00～10:41 

 

 

3階全員協議会室 5人 

 

１．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第 ３号 喜瀬武原青年会館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例に係る意見の申し出について 

 



3 

 

会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．議案第 ４号 喜瀬武原青年会館の設置及び管理に関する条例施行規則を廃止する規則について 

５．議案第 ５号 恩納村青少年海外派遣事業実施要綱の制定について 

６．議案第 ６号 恩納村特別支援教育支援員配置要綱の一部を改正する要綱について 

７．議案第 ７号 恩納村学力向上支援員配置要綱の一部を改正する要綱について 

８．議案第 ８号 恩納村立学校給食センター運営要綱の一部を改正する要綱について 

９．議案第 ９号 恩納村教育委員会所管施設の指定管理者審査委員会の組織及び運営に関する要綱の一部を改正す

る要綱について 

10．議案第１０号 恩納村公民館等施設整備事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱について 

11．議案第１１号 恩納村公民館等施設整備事業補助金に関する事務取扱要領の一部を改正する要領について 

12．議案第１２号 恩納村教育相談員の委嘱について 

13．議案第１３号 恩納村学校支援地域本部運営委員会委員の委嘱について 

14．議案第１４号 恩納村学校運営協議会委員の委嘱について 

15．議案第１５号 教育財産の用途廃止について 

16．その他の協議・連絡事項 

  

6月定例会 6月 26日(水) 

9:00～13:56 

3階全員協議会室 5人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第１６号 恩納村高校生通学等支援事業補助金交付要綱の制定について 

４．議案第１７号 恩納村学校運営協議会委員の委嘱について 

５．議案第１８号 恩納村教育委員会事務事業点検外部評価委員会の委員の委嘱について 

６．議案第１９号 令和５年度恩納村教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について 

７．報告第 ２号 恩納村学校運営協議会委員の委嘱の報告について 

８．その他の協議・連絡事項 

 

７月臨時会 

 

7月 10日(水) 

10:00～12:02 

3階全員協議会室 5人 １． 議案第１９号 令和５年度恩納村教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について（継続審議） 

２．その他の協議・連絡事項 

 

7月定例会 7月 19日（金） 

10:02～11:22 

3階全員協議会室 5人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第２０号 令和７年度から１０年度に使用する中学校教科用図書について 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．報告第 ３号 令和６年第３回（６月）恩納村議会定例会一般質問答弁について 

５．その他の協議・連絡事項 

 

8月定例会 

 

8月 21日（水） 

10:00～11:55 

3階全員協議会室 4人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第２１号 恩納村立学校施設等の使用料に関する条例施行規則の一部を改正する規則について 

４．議案第２２号 恩納村体育施設等使用料徴収条例施行規則の一部を改正する規則について 

５．議案第２３号 恩納村立学校施設等の使用に関する規則の一部を改正する規則について 

６．議案第２４号 恩納村立学校施設及び体育施設等の団体登録に関する要綱の制定について 

７．議案第２５号 恩納村人材育成のための激励金等支給要綱の一部を改正する要綱について 

８．議案第２６号 令和７年度恩納村立安富祖幼稚園の休園の承認について 

９．議案第２７号 令和７年度恩納村立山田幼稚園の休園の承認について 

10．議案第２８号 恩納村教育支援委員会委員の委嘱について 

11．議案第２９号 令和６年度恩納村一般会計補正予算（第２号）に対する意見を村長に申し出るにつき意見を求

めることについて 

12．その他協議・連絡事項 

  

9月定例会 

 

9月 20日（金） 

10:00～11:04 

 

3階全員協議会室 5人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第３０号 指定研究推進事業実施要綱の一部を改正する要綱について 

４．報告第 ４号 恩納村保育所・幼稚園の在り方に関する基本方針について 

５．その他の協議・連絡事項 

 

10月定例会 10月 21日（月） 

9:00～10:17 

3階全員協議会室 4人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

４．報告第 ５号 令和６年第６回（９月）恩納村議会定例会一般質問答弁について 

３．その他の協議・連絡事項 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

11月定例会 11月 21日(木) 

10:00～11:34 

3階全員協議会室 5人 １．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第３１号 恩納村自治公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に係る意見の申し出に

ついて 

４．議案第３２号 令和６年度恩納村一般会計補正予算（第５号）に対する意見を村長に申し出るにつき意見を

求めることについて 

５．議案第３３号 令和６年度教育委員会職員に係る人事異動内示（案）について 

６．報告第 ６号 令和６年度教育委員会職員に係る併任辞令発令の報告について 

５．その他の協議・連絡事項 

  

12月定例会 

 

12月 20日(金) 

10:00～10:52 

3階全員協議会室 4人 

 

１．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第３４号 恩納村人材育成のための激励金等支給要綱の一部を改正する要綱について 

３．その他の協議・連絡事項 

 

令和 7年 

1月定例会 

1月 21日（火） 

10:00～11:31 

3階全員協議会室 5人 

 

１．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第３５号 恩納村立幼稚園預かり保育実施要綱の一部を改正する要綱について 

４．議案第３６号 恩納村立学校給食センター運営要綱の一部を改正する要綱について 

５．報告第 ７号 令和６年第８回（１２月）恩納村議会定例会一般質問答弁について 

６．その他の協議・連絡事項 

 

令和 7年 

2月臨時会 

2月 17日（月） 

10：00～10：32 

3階全員協議会室 5人 

 

１． 議案第３７号 令和７年度公立学校管理職の定期人事異動の内示（案）の承認について 

２． その他・連絡事項 

 

令和 7年 

2月定例会 

2月 17日（月） 

10：00～12：02 

3階全員協議会室 5人 

 

１．前回会議概要の承認について 

２．教育長の業務報告について 

３．議案第３８号 恩納村公民館等施設整備事業補助金に関する事務取扱要領の一部を改正する要領について 

４．議案第３９号 恩納村自治公民館の指定管理者の指定について 
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会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

    ５．議案第４０号 令和６年度恩納村一般会計第７号補正予算に対する意見を村長に申し出るにつき意見を求め

ることについて 

６．議案第４１号 令和７年度恩納村一般会計予算（案）に対する意見を村長に申し出るにつき意見を求めるこ

とについて 

７．議案第４２号 令和７年度教育委員会職員に係る人事異動の内示（案）の承認について 

８．報告第 ８号 恩納村会計年度任用職員の給与の決定及び支給等に関する規則の一部を改正する規則につい

て 

９．その他の協議・連絡事項 

 

3月定例会 3月 21日（金） 

10:00～11：20 

2階庁議室 4人 １．前回会議概要の承認の件 

２．教育長の業務報告 

３．議案第４３号 恩納村一時保育利用者負担軽減事業補助金交付要綱の制定について 

４．議案第４４号 恩納村立学校における学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 

５．議案第４５号 恩納村学校支援地域本部地域コーディネーターの委嘱について 

６．議案第４６号 恩納村「ことばの教育巡回指導員」の委嘱について 

６．議案第４７号 恩納村スクールカウンセラーの委嘱について 

７．議案第４８号 恩納村スポーツ推進委員の委嘱について 

８．議案第４９号 万座毛整備検討委員の委嘱について 

９．その他の協議・連絡事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

会議の名称 日  時 場  所 出席委員 案件等 

【参考】 

令和６年度 

 

第 1 回 

恩納村 

総合教育会議 

 

5月 22日(水) 

10:30～12:00 

3階全員協議会室 村長 

教育長 

教育委員 

4 名 

計 6 名 

(事務局) 

教育委員会 

6 名 

総務課 

2 名 

 

説明 

１．恩納村総合教育会議について 

付議案件 

 １．高校通学費の一部補助について 

 ２．学校給食センター調理等業務委託開始について 

 ３．喜瀬武原幼稚園廃園・喜瀬武原小学校廃校について 

 ４．その他情報及び意見交換 

【参考】 

令和６年度 

 

第２回 

恩納村 

総合教育会議 

 

 

10月 21日(水) 

10:30～12:00 

 

 

 

3階全員協議会室 村長 

教育長 

教育委員 

4 名 

計 6 名 

(事務局) 

教育委員会 

6 名 

総務課 

2 名 

 

付議案件 

 １．恩納村高校通学費等支援事業の申請状況について 

 ２．沖縄県教育庁実施予定の中学生給食費半額補助について 

 ３．その他情報及び意見交換 

 

 

 

なお、教育委員会で令和６年度中に審議された案件(議案)を、分類すると次のようになります。（議事概要の承認、業務報告等定型的なものは除く。） 

条例関 規則・規程・要綱等 人事・選任・委嘱関係 その他(予算等) 合計 

２件 ２３件 １５件 ９件 ４９件 
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(３) 主催行事や学校行事への参加状況 

    教育委員会には教育委員会の行事や学校の行事など多種多様な行事があります。教育委員は、本村の教育行政の最高意思決定機関として、それらの行事に

参加し、学力向上やいじめ問題等の状況把握に努め、その結果を教育行政に反映させ、重要事案においては、教育総合会議での報告を行っております。 

 令和６年度における村及び教育委員会主催行事や学校行事等各種行事への教育委員の参加状況は、次のとおりです。 

 

  期   日 場  所 行事等の名称 備  考 

令和６年 ４月 １日 役場 2 階会議室 令和６年度村職員辞令交付式(村辞令交付) 宜志富教育長 

４月 ３日 ゆうなホール 教職員等全体研修会 宜志富教育長・教育委員 

４月 ８日 うんな中学校 入学式 宜志富教育長（告示）・教育委員 

４月 ９日 安富祖小学校体育館 

恩納小学校体育館 

仲泊小学校体育館 

山田小学校体育館 

入学式 

宇江城委員(告辞) 

比嘉委員(告辞) 

千葉委員(告辞) 

吉山委員(告辞) 

４月１０日 恩納幼稚園 

仲泊幼稚園 
入園式 

宇江城委員・比嘉委員 

吉山委員・千葉委員 

４月１６日 恩納小学校 日本語初期指導教室開校式 宜志富教育長 

４月３０日 ゆうなホール 教職員全体研修会（自由進度学習） 宜志富教育長・教育委員 

５月２３日 安富祖小学校 学校計画訪問 宜志富教育長・教育委員 

５月２４日 恩納幼稚園・小学校 学校訪問計画 宜志富教育長・教育委員 

５月２８日 仲泊幼稚園・小学校 学校計画訪問 宜志富教育長・教育委員 

５月２９日 山田小学校 学校計画訪問 宜志富教育長・教育委員 

５月３１日 うんな中学校 学校計画訪問 宜志富教育長・教育委員 

６月１２日 うんな中学校 未来塾開講式 宜志富教育長・教育委員 

７月３０日 コミュニティーセンター 自由進度学習講演会 宜志富教育長・教育委員 

９月２９日 山田小学校 運動会 宜志富教育長（Web）・吉山委員 

１０月１０日 ゆうなホール 幼稚園お話・小学生童話お話大会 宜志富教育長 

１０月１２日 コミュニテイ広場 うんなまつり（オープニングセレモニー）  宜志富教育長・教育委員 

１０月２７日 安富祖小学校 

恩納幼稚園・小学校 

運動会 宜志富教育長・宇江城委員 

比嘉委員 

１１月１０日 仲泊幼稚園・小学校 運動会 千葉委員 

１１月１９日 ゆうなホール 中頭地区幼児教育研究協議会（恩納村実践発表） 宜志富教育長・教育委員 
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期   日 場  所 行事等の名称 備  考 

１１月 ２０日 うんな中学校 ＳＤＧｓパートナーシッププロジェクト発表会 宜志富教育長 

１２月１３日 山田小学校 村教科指定研究「単元内自由進度学習」報告会 宜志富教育長・教育委員 

令和７年 １月 ４日 コミュニティセンター 二十歳を祝う集い 宜志富教育長（祝辞）・教育委員 

１月２８日 ゆうなホール 恩納村教育の日関連行事 第１部：表彰式 

            第２部：講演会 

宜志富教育長・教育委員 

２月 ４日 コミュニティセンター 教職員対話型ワークショップ 宜志富教育長・教育委員 

２月２０日 安富祖小学校 県研究指定「SDGｓ達成に向けた教育実践」報告会 宜志富教育長・教育委員 

２月２７日 うんな中学校 未来塾閉講式 宜志富教育長・教育委員 

３月 ８日 うんな中学校 卒業式 宜志富教育長（告示）・教育委員 

３月１７日 
恩納幼稚園 

仲泊幼稚園 
修了式 

宇江城委員・比嘉委員 

吉山委員・比嘉委員 

 

３月１８日 

安富祖小学校体育館 

恩納小学校体育館 

仲泊小学校体育館 

山田小学校体育館 

卒業式 

宇江城委員(告辞) 

比嘉委員(告辞) 

大城委員(告辞) 

吉山委員(告辞) 

３月２７日 役場２階応接室 教職員の定年退職等に伴う感謝状贈呈式 宜志富教育長 

 

 (４) 研修会・懇談会 

    教育行政の推進には教育委員の資質向上は必要不可欠です。そのため、各種の研修会に積極的に参加し、他市町村の状況を把握すると共に教育委員として

の知識の向上に努めています。 

令和６年度の研修会等への出席状況は、次のとおりです。 

 

日  時 場  所 研修会等の名称 備  考 

令和 6 年 4 月 12 日 東京都 全国町村教育長会理事会 宜志富教育長 

4 月 12 日 沖縄市教育委員会 沖縄県市町村教育委員会協議会幹事会 吉山委員 

5 月 14 日～15 日 東京都 全国町村教育長会総会・研修会 宜志富教育長 

5 月 16 日～17 日 本部町 沖縄県市町村教育委員会連合会研修会 宜志富教育長・教育委員 

5 月 20 日～21 日 恩納村コミュニティセンター 九州地区町村教育長協議会理事会・視察 宜志富教育長 

5 月 24 日 沖縄市中央公民館 中頭地区市町村教育委員会協議会総会・研修会 宜志富教育長・教育委員 

7 月 16 日 教育長室（Zoom） 沖縄県市町村教育委員会連合会理事会 宜志富教育長 
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日  時 場  所 研修会等の名称 備  考 

10 月  4 日 東京都 全国町村教育長会理事会 宜志富教育長 

10 月 25 日 パレット市民劇場 沖縄県市町村教育委員会連合会研修会 宜志富教育長・教育委員 

令和 7 年 1 月 16 日 恩納村役場 2 階会議室他 全国市町村教育委員会研究協議会 宜志富教育長・教育委員 

1 月 17 日 沖縄市中央公民館 中頭地区市町村教育委員会協議会講演会 宜志富教育長・教育委員 

1 月 22 日 総合教育センター他  沖縄県教育委員会教育長・教育委員研修会 宜志富教育長・教育委員 

2 月 13 日 恩納村役場 3 階全員協議会室 沖縄県町村教育長会第２回幹事会 宜志富教育長 

    

 

３ 事務の点検評価について 

  令和６年度の事務の点検及び評価の項目は、前年に引き続き、効果的かつ効率的な事業の実施を行うため、前年度の課題克服に向けた取り組みとその結果を明

確にし、その結果を踏まえて、事業効果を判断し、継続すべきか、規模拡大又は規模縮小、または廃止まで踏み込んで評価を行いました。   

  事業評価シートの項目は、前年と同じ「事業項目」、「実施目標」、「前年度の課題」、「課題克服に向けた取組み」、「事業の成果」、「今後の課題」、「評価」、「総合

判断」の８項目とし、毎年度事業項目の分類数を検討し、最小限の事業項目数に改めて事業評価シートを作成しております。 

総合判断では、事業の成果と費用対効果を勘案し、 

① 現状の内容で継続 

② 事業規模を拡大又は縮小して継続 

③ 事業の廃止 

の３項目で判断しました。 

  事務事業の点検・評価は、前年度に実施した事業について、すでに現年度の事業が進んでいる時点で行われることから、課題に対する取組みは既に評価の時点

で事業が終了していた場合など当該年度では取り組めないこともあり、実質的な課題解決に対する取り組みは 1 年遅れになることがありますが、この事業点検評

価を翌年度の施策、事業の改善に役立てるものとします。 

  評価の方法については、次のとおり５段階で評価しました。 

 【５段階評価の内容】 

 Ｓ：目標以上に事業効果をあげることができた。 

Ａ：目標が達成できた。 

  Ｂ：目標が概ね達成できた。 

  Ｃ：目標が一部しか達成できなかった。 

  Ｄ：目標が達成できなかった。 

 以上によって評価された令和６年度事務事業の結果は次のとおりです。 
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事務事業評価シート 

（１） 学校教育関係所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

教育委員会研修事

業 

(親泊) 

 

№1 

各種の研修会に積極

的に参加し、教育委員各

自の教育に関する見識

を高める。 

 県及び中頭地区開催

の研修課題に掲げる内

容を研修資料等の活用

を図りながら教育施策

の情報共有を図ってい

く。 

 

計画された県及び中頭

地区の研修会等が予定ど

おり開催された。県・中頭

地区で提案・協議された

教育課題を認識し、今後

の村教育行政に活かすた

め研修等に参加した。 

 

 定例教育委員会の場

を活用し、各研修等のテ

ーマ毎に職員から説明

を受け、村の現状を把握

したうえで課題等を共

有し、研修等に参加する

ことができた。 

 県及び中頭地区

開催の研修課題に

掲げる研修資料等

を活用し、教育施

策の情報共有を図

り、教育に対する

見識を更に高め

る。 

 

A 
①現状の内容

で継続 

コミュニティ・ス

クール運営事業

(本山・伊佐) 

 

№2 

 

 

地域の住民の意見を

学校経営に取り入れ、地

域に開かれた学校づく

りを推進するため、各学

校に１５名以内の学校

運営協議会委員を配置

する。 

より充実した学校運

営協議会が開かれるよ

う、管理者研修会等で

研修を行い、家庭・地域

との連携を図ってい

く。 

 

 

 

恩納村教育ビジョンの

「つながりプロジェク

ト」に、コミュティ・スク

ール推進プロジェクトを

位置づけた。 

各学校において学校

運営協議会を開催する

ことができた。ただ、学

校によって学校運営協

議会の内容に差がある。 

 コミュニティ・

スクールのあり方

について、専門家

を招聘した研修会

を開催し、より充

実した学校運営協

議会にしていく必

要がある。 

A 
②事業を拡大

して継続 

校長会・教頭会 

(本山・喜久里) 

 

№3 

教育関連法規の改定

や教育委員会による事

業説明、質疑・応答を通

して共通理解を図り、学

校経営に資する。 

現場の課題について

の情報交換を行い、課題

を明確にし、教育行政に

反映させる。 

校長会と教頭会の確

認事項が共通する事項

が多く、働き方改革の

視点から、校長会と教

頭会を合同開催にする

ことを検討する必要が

ある。 

校長会は毎月参集型で

開催し、教頭会は７回を

参集型、４回を校長会と

の合同によるオンライン

参加とした。 

教頭会を一部校長会

との合同オンライン開

催とすることにより、教

頭職の働き方改革の一

助となった。 

校長会・教頭会を通し

て、恩納村教育ビジョン

の推進を図ることがで

きた。 

教頭会について

は、全て校長会と

合同にするなど、

会議の精選を図る

必要がある。 A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

教育相談事業 

（喜久里) 

 

№4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配慮を要する幼児・児

童・生徒とその保護者の

相談に応じ、必要な助言

をする。 

学校からの派遣要請

を受け、不登校児童・生

徒の状況に沿った支援

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに関する価値

観の多様化に伴い、保

護者の悩みもまた複雑

化している。今後も、本

事業の周知方法の工夫

を図っていく。 

また、支援を必要と

する児童生徒に迅速か

つ効果的に対応出来る

よう、関係機関での組

織的・協働的な実践を

図っていく。 

 

 令和６年度も引き続き

教育委員会ホームページ

だけでなく地域へのポス

ター掲示による広報を行

った。また、６月より相談

員が変更となったことも

あり、各校への訪問活動

を積極的に行った。 

不登校児童生徒に関する

情報を本村福祉課、社会

福祉協議会と共有し、不

登校の背景にある家庭の

教育環境に関する意見交

換を行い、支援の一助に

することができた。 

令和５年度に続き、６

年度も訪問相談が最も

多くなっている。学校の

相談体制の中に、相談員

による支援が日常化し

てきているためと思わ

れる。 

今年度は、相談員が教

員免許を有していると

いう強みを活かし、教室

に入れない子ども達へ

の学習支援も行うこと

ができた。 

 

【活動実績】 

＜相談形態＞括弧内前年度

比 

 

①来所相談 4件（-22） 

②電話相談 5件（+2） 

③訪問相談 77件（+7） 

④巡回相談 11件（+6） 

＜相談内容＞ 

①いじめ 2件（±0） 

②不登校 28件（+4） 

③友人 7件（-11） 

④教職員 1件（-3） 

⑤学業・進路 17件（-4） 

⑥家庭 16件（-15） 

 

不登校率は、中

学校において増加

傾向にある。小学

校６年時に不登校

の児童が中学校入

学後も登校できな

いケースが多い。

この傾向は、同じ

家庭の兄弟姉妹ほ

ど強く見られ、子

育や家庭教育での

支援の必要性を表

している。 

本事業の趣旨を

学校だけでなく地

域や家庭にも引き

続き周知し、関係

各課と連携のも

と、子育てや家庭

教育の支援も視野

に入れた展開を行

う必要がある。 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

教育委員会学校計

画訪問 

(本山) 

 

№5 

村の教育施策との整

合性及び校務全般の管

理･運営状況を確認し、

学校経営に資する。 

 

令和 5 年度は、終日

訪問としていたため、

教職員の負担に繋がっ

ていたところがあり、

令和 6 年度は午前中の

半日訪問にする必要が

ある。 

 今年度より、午前中の

開催とした。内容につい

ては、学校説明、授業参

観、意見交換・指導助言を

実施することができた。 

 

午前中の開催となり、

学校職員の負担を軽減

することができた。 

開催時間は短くなっ

たが、内容については充

実したものとなった。 

学校説明の資料

について事前提出

を求めているが、

当日配布での対応

ができないか検討

が必要である。 
A 

①現状の内容

で継続 

奨学資金給付・貸

与事業 

(島袋) 

 

№6 

 

経済的な理由により、

学資の援助を必要とす

る者に対して学資の一

部を貸与し有用な人材

を養成する。 

給付型では、高校生

の応募が少なかったた

め、生徒や保護者への

周知をしていく。 

 貸与型では、無利子

の村奨学金を活用いた

だき、家計への負担が

少ない形で、村民の有

用な人材育成につなげ

たい。 

また連帯保証人への

通知と奨学金滞納者へ

の督促を 1 年ごとに送

付し、引き続き滞納整

理を進めていく。 

 

実績は右記の実績とな

った。 

 チラシを作成し中学校

3 年生に配布した。 

1 年以上償還がない奨

学生 68 名に対し、2 月に

督促を送付した。滞納者

の中から 3 月に 750 千円

の償還があった。4 月以降

も償還増が見込まれる。 

【給付型】 

高校進学 5 万円 

大学等進学 

県内 10 万円 

県外 20 万円 

【貸与型】 

大学等進学 

県内 36 万円 

県外 48 万円 

特別貸与 1回に限り 20万円 

〇給付型申し込み 9 件

のうち 9 件の給付を決

定した。 

 県内 4 件   400 千円 

 県外 5 件  1,000 千円 

〇高校生給付型奨学金

の申し込み 7 件のうち、

7件 350千円の給付を決

定した。 

高校 7 件  350 千円 

〇貸与型奨学金申込 28

件のうち 26 件の貸与を

決定した。（内 2 件辞退） 

県内 17 件 6,120 千円 

県外 9 件 4,320 千円 

前年度比 840 千円減 

特別貸与 8 件 1,600 千円 

償還額 7,336 千円 

前年度比 3,748 千円減 

寄付金 6,600 千円 

給付型では、高

校生の応募増とな

った、引き続き生

徒や保護者への周

知をしていく。 

 貸与型では、無

利子の村奨学金を

活用いただき、家

計への負担が少な

い形で、村民の有

用な人材育成につ

なげたい。 

引き続き、連帯

保証人への通知と

奨学金滞納者への

督促を 1 年ごとに

送付し、滞納整理

を進めていく 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

キャリア教育事業 

・職場体験学習 

・職場見学 

(喜久里) 

 

№7 

児童生徒を対象に正

しい職業観・勤労観を身

につけさせることをね

らいとする。 

職場体験で希望する

職業に偏りがみられ、

開拓後、断る事業所が

あった。 

Society5.0 への移行

に伴い、新たな職業観・

勤労観の育成に向けた

キャリア教育が求めら

れる。 

職場体験については、

令和５年度３月に生徒へ

の希望調査を行い、調整

を行った。 

地域コーディネーター

が、学校の要望に応える

だけでなく、地域から学

校へ職業人を紹介するこ

とで、新たな職業観・勤労

観の育成も行うことがで

きた。 

中学校では、２２事業

所、計８４名の生徒が、

職場体験を行うことが

できた。体験先に、OIST

や JAXA などの学術機

関もあり職業観の変化

に対応している。小学校

では、職業人講話を実施

しており、令和６年度

は、教育ビジョン関連で

キャリア教育につなが

る内容の実施が見られ

た。 

各校の SDGs や

教育ビジョンの取

組を通して、新た

な職業観や勤労観

が徐々に育まれて

いる。引き続き、事

業所リストを更新

しつつ事業の充実

に取り組んでい

く。 

A 
①現状の内容

で継続 

幼稚園教諭研修会 

(本山・與那覇) 

 

№8 

村内２幼稚園教諭の

資質の向上を図る。 

幼稚園運営に関する

意見交換を行い、改善に

関する方策を策定する。 

 

本務職員だけでな

く、会計年度任用職員

の研修会が必要であ

る。 

県指定幼児教育研究

協議会の発表に向けた

計画的な取り組みが必

要。 

 主幹教諭研修会、会計

年度任用職員研修会を開

催した。 

 

 恩納幼小、仲泊幼小の

実践と、恩納村全体の幼

児教育推進についての研

究成果を中頭地区幼児教

育研究協議会において発

表することができた。 

 

 

 主幹教諭研修会にお

いて、業務等の確認、園

運営についての認識を

深めることができた。 

 会計年度任用職員研

修会において、各自の実

践を振り返り、共有を図

ることができた。 

 実践研究により、幼小

の相互理解が深まり、架

け橋カリキュラムの開

発に向けた取組を推進

することができた。 

 

 

 

 

引き続き、主幹

教諭研修会、会計

年度任用職員研修

会を実施し、幼児

教育の質の向上を

図る。 

B 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

幼稚園管理備品・

保育振興備品整備

事業 

(與那覇) 

 

№9 

幼稚園教育に関する

備品及び保育環境の充

実を図る。 

休園している園及び

各園の備品台帳の整

理、備品の移管・廃棄、

こども園移行を踏まえ

た備品の整備を行う必

要がある。 

各幼稚園にてヒアリン

グを行い、優先備品を確

認し整備した。 

休園している幼稚園か

ら移管を行い、経費節減

を努めた。 

幼稚園教諭と連携し、

各園及び休園している幼

稚園の幼稚園備品の廃棄

作業を行った。 

各幼稚園計画どおりの

備品整備を図ることが

できた。 

予 算 218,000円 

執行額 217,063円 

【参考】 

○恩納幼稚園 

・ポータブルワイヤレ

スマイク 

○仲泊幼稚園 

・一輪車ラック 

・ステップなわとびポ

ールスタンド 

 こども園移行に

よる統廃合に伴

い、村立幼稚園の

備品廃棄について

は、幼稚園教諭と

連携し計画的に実

施する。 

備品移管について

は、跡地利用も含

めて、協議する必

要がある。 

また、小中学校や

福祉課と連携し、

備品の利活用に努

める。 

A 
②事業規模を

縮小して継続 

幼稚園教育の推進 

(本山・與那覇) 

 

№10 

幼児教育施設の自然

環境・人的環境を生かし

た特色ある幼児教育活

動を実施する。 

 

保・幼・小連携協議会

を年度初めに開催し、

計画的で持続的な幼児

教育推進体制を整備す

る必要がある。 

年度初めに「保・幼・小

幼児教育推進協議会」を

開催し、今年度の計画を

確認した。（参加：村内幼

児教育関係者、小学校関

係者、福祉課、教育委員

会） 

【取組内容】 

・小学校での「スタートカ

リキュラム」「自由進度学

習」の授業公開 

・幼稚園・保育所等の公開

保育 

・合同研修会（２回開催） 

・アプローチ・スタートカ

教育委員会と福祉課の

連携体制が構築できた。 

授業公開・保育公開、

合同研修会等を通して、

保育者、小学校教諭の相

互理解が深まり、参観後

に振り返ることで各自

の保育や授業を見直す

ことにつながった。 

村内幼児教育施設全体

で「こどもは有能な学び

手である」をベースに恩

納村教育ビジョンの推

進につなげることがで

きた。 

更なる幼児教育

の推進に向けた研

修内容の充実を図

り、持続可能な研

修体制を構築する

ために幼児教育セ

ンターを設置する

必要がある。 

 

恩納村教育ビジ

ョンにつながる、

恩納村保育ビジョ

ンを作成する。 

A 
①現状の内容

で継続 
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リキュラム検討会 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

教育振興備品整備

事業 

(伊佐、島袋、玉城香) 

 

 

№11 

学校の要望に基づく

教材備品を拡充するこ

とにより、効果的な学習

が行えるようにする。 

引き続き、教育振興

における備品の整備及

び活用に向けてのサポ

ートを行う。 

 ICT 支援員配置を外部

委託し、組織として ICT支

援員を支援する体制を構

築した。ICT支援員を中学

校に１名常駐 20日勤務、

4小学校に 4名配置し、月

10 日支援員を配置した。

支援員が不在のときでも

コールセンターを利用

し、保守業者との連携を

図り、児童・生徒、教員に

対して整備した情報機器

を活用できるようにサポ

ートした。 

令和 6年度全国学力・

学習状況調査児童生徒

質問紙によると「5年生

までに受けた授業で、PC

などの ICT 機器をほぼ

毎日活用した」【村：

41.6％ 県：27.3％】中

学「1,2年生のときにう

けた授業で、PC などの

ICT機器をほぼ毎日使用

した」【村：73.1％ 県：

37.8％】となった。 

引き続き、教育

振興における備品

の整備及び活用に

向けてのサポート

を行う 

S 
②事業を拡大

して継続 

就学支援事業 

(玉城香) 

 

№12 

生活保護世帯・非課税

世帯・ひとり親世帯や一

定の所得基準未満のご

家庭の児童生徒に対し、

修学旅行費や学用品費

等を援助し、教育の充実

を図る。 

コロナウイルス感染

症拡大による影響に引

き続き、世界的な情勢

悪化による世帯の収入

減の状況等も踏まえ認

定事務を行う。 

 

急な収入減でお困りのご

家庭や、認定されるかわ

からないから申請しにく

いというご家庭も安心し

てご相談いただけるよう

に、案内文に「仕事をやめ

られた方や多子世帯の方

などもお気軽にご相談く

ださい」という具体的な

文言を追加して、お電話

等で詳細を伺い認定に繋

げた。また、申請状況等が

第三者に漏れることを防

事業運営を保護者目線

で見直し、受け入れや

すく活用しやすい事業

を目標に取り組んだ結

果、認定児童生徒の割

合は３割超えとなっ

た。 

〇認定児童生徒数 

（３月末時点） 

・R６：３１６名 

・R５：２８２名 

 

〇認定児童生徒割合 

学校の保護者連絡

ツールや広報・

LINE 等で年３回

の周知を引き続き

行い、SSW や福祉

課等と連携して援

助が必要な世帯を

把握する必要があ

る。 

令和７年度から

オンライン申請を

開始するが、情報

管理を徹底する

A 
①現状の内容

で継続 
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ぐため、オンライン申請

を取り入れる準備を行っ

た。（R7 年度から実施） 

 

（３月末時点） 

・R６：３２．６％ 

・R５：２８．７%  

等、保護者の不安

感を取り除けるよ

うな事業運営を行

う。 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

スクールカウンセ

ラー設置事業 

(喜久里) 

 

№13 

 

幼児児童生徒の不登

校及びいじめその他の

問題行動の未然防止、早

期発見及び早期解決を

図るため、高度な専門的

知識及び経験を有する

スクールカウンセラー

を設置する。 

 

保護者が抱える問題

が多様化しており、教

職員の専門機関・専門

職へつなげる力の育成

が一層重要となってい

る。教職員への研修を

充実させる必要があ

る。  

今後も、SC、SSW、

福祉課等、関係機関と

の連携強化を図りつ

つ、本事業を効果的に

展開していく。 

SSWや養護教諭が担任

と積極的に連携し、スク

ールカウンセラーを活用

するケースが多く見られ

た。 

また保護者から学校へ

子どもの心理面での相談

もありスクールカウンセ

ラーの専門性を活かすこ

ともあった。 

引き続き、教職員の研

修の充実を図り、チーム

学校の一員としてのスク

ールカウンセラーの活用

を推進して行きたい。 

 

全国的に不登校児童

生徒数が過去最高とな

り、喫緊の課題となって

いる。恩納村では、スク

ールカウンセラーの積

極的な活用を図ること

で一定の効果が得られ

ている。 

R ５ 年 度 → R ６ 年 度

（R7.2.2現在） 

＜いじめ＞ 

小：8 名→4 名 

中：1 名→2 名 

＜不登校＞ 

小：11 名→10 名 

中：6 名→16 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校で不登校

が解消せず、中学

校入学後も登校で

きず不登校になる

ケースが多くなっ

ている。養育や家

庭教育で悩む保護

者をスクールカウ

ンセラーにつなげ

るなど、組織的な

連携を図っていき

たい。 

A 
②事業を拡大 

して継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

特別支援員配置事

業 

(伊佐) 

 

№14 

障がいのある幼児児

童生徒の自立や社会参

加に向けた主体的な取

り組みを支援する。 

慢性的な人手不足に

よる支援員の不足が生

じないように、人材確

保する必要がある。 

 

 

 

 

 

ハローワークや学校へ

依頼し、求人募集を行い

人材確保に務めた。 

幼稚園６人、小学校１

３人、中学校３人配置す

ることができた。 

保護者アンケートか

ら変化や成長がみられ

たとの回答が目標の

80％以上を上回る 90％

であったことから、支援

員の資質向上が図られ

ている。 

令和６年度より個別

面談を行い、次年度への

人材確保へつなげるこ

とができた。 

慢性的な人手不

足による支援員の

不足が生じないよ

うに、人材確保す

る必要がある。 

支援員の資質向

上を図るため、研

修を実施する。 

A 
①現状の内容

で継続 

英語指導助手派遣

事業（ＡＬＴ） 

(喜久里・伊佐) 

 

№15 

ネイティブを配置す

ることにより、児童生徒

の外国語「英語」力の向

上を図る。 

 

ALT 経験のある人材

を雇用できるよう、早

期に人材確保を図る必

要がある。 

 

中学校に１名、小学校

に２名合計３人のネイテ

ィブスピーカーを配置す

ることができた。 

児童生徒へ英語での

レクリエーション等を

通して、英語の楽しさを

体験させることができ、

また、英語での表現力の

向上を図ることができ

た。 

令和６年度より個別

面談を行い、次年度への

人材確保へつなげるこ

とができた。 

児 童 生徒 の 興

味、関心をもって

もらうような授業

づくりやネイティ

ブスピーカーを活

用した授業構成を

図っていく必要が

ある。 

 

A 
① 現状の内容 

で継続 

対外競技派遣及び

中学校部活動支援

事業 

(島袋) 

 

№16 

児童生徒の文化的、体

育的活動「部活動」の振

興を図る。 

 

部活動の活躍が見ら

れるようになった。部

活動の振興が図れるよ

う、引き続き適宜予算

確保を行う必要があ

る。県外派遣について

一括交付金を活用す

る。 

適宜予算の確保がで

き、大会参加費、登録料等

は支出できたが、今年度

は、優勝、準優勝、１位、

２位になった部活がな

く、派遣者および団体は

なかった。 

 

県外派遣費 

〇派遣対象者、団体なし 

執行額：0 円 

県内派遣費 

〇派遣対象者、団体な

し 

執行額：0 円 

大会参加費及び登録料等 

部活動の活躍が

見られるようにな

った。部活動の振

興が図れるよう、

引き続き適宜予算

確保を行う必要が

ある。県外派遣に

ついて一括交付金

A 
①現状の内容

で継続 



19 

 

執行額：665,872 円 

 

部活動に必要な消耗品

等の予算の確保、執行に

努め、部活動消耗品等の

充実が図られた。 

執行額：529,993 円 

 

を活用する。 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

諸検査事業 

・知能検査 

・進路適正検査 

・i-check 調査 

・総合学力調査 

・中３学力調査 

(喜久里) 

 

 

№17 

児童生徒の学力の定

着状況や学習状況等を

把握し、指導法の工夫改

善に役立てる。 

AI ドリルの AI 機能

が充実してきた。授業

の形態や家庭学習の連

動等の工夫を図りつ

つ、主体的に学習に取

り組む児童生徒の育成

につなげていきたい。 

小中ともに総合学力調

査を取り入れ、結果の反

映による個別のドリル化

に取り組んできた。 

また、業者との連携を

はかり、各月ごとの AI ド

リルの使用状況の把握と

各校への情報提供を行う

ことができた。 

管理職研修会では、新

機能の紹介や機能拡充に

ついて触れ、更なる事業

の充実に努めた。 

 

各校で取組んでいる

マイプラン学習の中に、

AI ドリルを組み込むケ

ースが多く見られるよ

うになっている。 

また、夏季休業で、AI

ドリルを宿題とし、学校

のスペースを開放し、自

由に学ぶ環境を提供す

る学校も出てきた。主体

的に自らの課題の克服

に向けて取組むことで、

自律した学習者の育成

の一助となっている。 

諸検査について

は、全ての学校で

有用性を実感して

いる。現行の調査

だけでは、認知的

な側面を把握する

ことができず、つ

まずきのある児童

生徒への支援に課

題が残る。学校現

場の声を参考にし

つつ認知能力検査

の導入を検討する

必要がある。 

令和７年度より

小６年生で総合学

力調査を導入す

る。中学校期につ

なぐ学力推移を把

握し授業改善に活

用していきたい。 

 

A 
②事業を拡大

して継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

指定研究事業 

(本山) 

 

№18 

特色ある学校づくり

及び学力の向上を目指

し、教科・領域指定及び

皆泳指定研究をする。 

「恩納村教育ビジョ

ン」に基づく研究推進

を図る必要がある。そ

のために、伴走型の学

校支援を充実させる必

要がある。 

 

指定研究校の山田小学

校に対し、公開授業・研究

発表会に向け、校内研修

の支援や、県外研究者か

らの支援をつなげること

ができた。 

 １１月に山田小学校

の公開授業・研究発表会

を開催することができ

た。村内外から多数の参

観者が訪れ、公開授業と

研究発表の内容に対し

高い評価を受けた。 

山田小学校の実

践を村内学校へ共

有し、令和７年度

指定校の安冨祖小

学校への支援を充

実させる。 

A 
①現状の内容

で継続 

小中学校施設整備

事業 

(當山) 

 

№19 

 

 

学校施設の長寿命化

を図り長期にわたり良

好な教育環境を確保す

る。 

山田小学校のプール

改築工事を完了させ、

既存プールの解体工事

を発注する。山田小学

校歩道側の擁壁工事を

発注する。 

山田小学校のプール改

築工事を進めた。旧既存

プールの解体工事を発注

した。山田小学校歩道側

の擁壁工事を発注した、

資材の工場制作に時間を

要した為進捗が遅れた

が、安全対策に注意しな

がら工事を進めた。 

 

山田小学校プール改

築工事を完了させた。旧

既存プールの解体工事

を完了させた。山田小学

校の擁壁工事を発注し

た。 

山田小学校の擁

壁工事を完了させ

る。安富祖小学校

の駐車場舗装工事

を発注する。 
B 

①現状の内容

で継続 

学校施設維持管理

事業 

(當山) 

 

№20 

 

学校施設及び消防用

設備を適切に維持管理

し修繕する事で、安全で

快適な教育環境を確保

する。 

各小学校の老朽化し

た建築物及び空調設

備、消防用設備の修繕

を行う。 

 

 予算及び優先順位等

を考慮し、修繕を行い、教

育環境の維持管理に務め

た。 

【令和６年度】 

施設修繕費：19,853 千円 

(前年度：21,885 千円) 

 

 

 

 

 

 

各小中学校の保守点

検、消防用設備・空調設

備・衛生設備等 93 件(前

年度：92 件)の修繕を実

施した。 

 

各小学校の老朽

化した建築物及び

空調設備、消防用

設備、衛生設備等

の修繕を行う。 

B 
①現状の内容

で継続 



21 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

うんな中学校ＳＤ

Ｇｓプロジェクト 

(伊佐・島袋) 

 

№21 

少子高齢化や観光消

費額の減少など地域の

課題を解決するため中

学生を中心にＳＤＧｓ

の取組と連携した活動

を実施する。 

中学生が地域の課題

解決に関わって成功体

験や活性化に貢献する

喜びなど質の高い教育

を提供する。 

この活動はＳＤＧｓ

と同じ 2030 年まで継続

する。 

 

協力企業との連携も

あり、早い段階で学校

と調整し、課題、テーマ

設定が必要である。 

プロジェクトが2030

年まで継続するため、

関係機関との連携がス

ムーズに行くよう、コ

ーディネーター業務の

外部委託を検討する必

要がある。 

社会、環境、経済という

３つの柱を軸に、生徒か

らの希望を聴取し、事業

を進めることができた。 

事業スケジュールの概

要は前年度から組み立て

ることができ、企業や関

係各課及び関係機関の協

力のもと、事業を展開す

ることができた。 

学級の枠を越えて、希

望するテーマでグルー

プ分けを行った。「社会」

をテーマにしたグルー

プでは、「多様性」につい

て学習し、未来の恩納村

を創造し、マインクラフ

トで表現することがで

きた。「環境」をテーマの

グループは、赤土対策の

出前授業を小学校で行

い、人型ロボットを講師

として動作させるプロ

グラミングを行った。

「経済」をテーマにした

グループでは、古紙リサ

イクルのシステムを学

び、実際に中学校で令和

７年度実践していくこ

とになった。 

 

協力企業との連

携もあり、早い段

階で学校と調整

し、課題、テーマ設

定が必要である。 

また、協力企業か

らの応募が少なく

なってきている

為、プロジェクト

が 2030 年まで継

続するため、関係

機関との連携がス

ムーズに行くよ

う、コーディネー

ター業務の外部委

託を検討する必要

がある。 

A 
②事業を拡大

して継続 

高校生通学等支援

事業補助金（新規） 

（島袋） 

 

No.22 

恩納村から村外の高

校に通学する高校生を

持つ村在住の保護者に

対し、高校通学等に係る

経済的負担の軽減を図

る目的として支援する。 

居住する行政区から

高校までの距離に応じ、

月額 2,000 円から月額

 職員の増がないままの

新規事業で、恩納村の独

自支援のため、各業者に

もシステムがなく、いか

に効率的にできるか補助

金の流れを考え、システ

ム構築をした。 

新規事業になるため周

知も、各媒体（広報、防災無

【前期・後期支援人数】 

延べ 188 名 

10,058 千円 

 

引き続き、各媒

体で周知する。 

 また、令和 7 年

度高校生になる、

令和 6 年度中学校

3 年生にチラシを

作成しスクリレで

周知した為、申請

者が増となる見込

S 
②現状の内容

で継続 
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14,000 円を上限に補助

する。 

 

 

 

 

線、区長常会、村ＨＰ、ＬＩＮ

Ｅ、ＱＡＢデータ放送、新聞（メ

ディア取り上げ））で行った。 

新規事業の為、前期受

付終了後も前期分を受付

し助成した。 

みである為、準備

を進めていく。 

 

（２） 社会教育関係所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

青少年団体等活動

助成事業 

（４団体） 

(漢那) 

 

№1 

青少年団体等が実施

する活動を支援し、体

験活動等をとおして、

健全な青少年の育成を

図る。 

引き続き当該事業に

ついての周知を図り、当

初予定の４団体の助成

に努める。 

 

村内の青少年スポーツ

団体・文化団体に対し助成

募集を行い、申請方法も書

類や WEB 上のフォーム

から申請することができ

るよう改め、申請者の事務

負担軽減を図った。 

 

各団体へ募集を行

い、4 団体への助成とな

った。 

【前年度実績】  

青少年ｽﾎﾟｰﾂ団体：1団体 

【本年度実績】 

青少年ｽﾎﾟｰﾂ団体：3団体 

(ｺｰﾗﾙﾋﾞﾚｯｼﾞｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ、

仲泊男子ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙﾁｰ

ﾑ、恩納ｼｬﾄﾙ) 

村内子ども会：1団体 

(前兼久子ども会) 

 引き続き当該事

業についての周知

を図り、前年度から

1団体増の5団体の

助成に努める。 

A 
①現状の内容

で継続 

国際交流派遣事業 

(漢那) 

 

№2 

 

 

創造性、積極性、国際

性に富み、グローバル

な視点で物事を考察で

きる人材の育成を目指

す。 

(アメリカホームスティ)

中高校生対象：8 名 

為替レートの変動に

伴う物価上昇の影響に

よる事業費の増大によ

り、生徒の負担が大きく

なっていることから、派

遣生徒の自己負担額に

ついて検討する必要が

ある。 

 

要保護・準要保護世帯の

生徒については自己負担

なしで派遣がなされる旨

を近隣の高校やうんな中

学に周知し、応募者の確保

に努めた。 

前年度から派遣され

る人数が 2 名増の 8

名となったが、派遣

人数を上回る応募が

あり、定員の 8 名の

生徒をアメリカ合衆

国に派遣することが

できた。 

 

為替レートの変

動に伴う物価上昇

の影響によるもの

と思われる事業費

の増大により、生徒

の負担が大きくな

っていることから、

引き続き派遣生徒

の自己負担額につ

いて検討する必要

A 
①現状の内容

で継続 
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がある。 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

自然生活体験学習

｢サバイバルキャ

ンプ｣事業 

(漢那) 

 

№3 

自然生活体験で自然

にふれあうことによ

り、自然に親しみ、仲間

と協力することをとお

して社会性を身につ

け、また、生活に必要な

基礎的技能を身につ

け、自立を促し健康で

心豊かな青少年の育成

を図る。 

年々小学生の参加が

減っていることから、

各地域の子ども会と連

携し、参加児童の確保

に努める。 

また村当局と連携し

て、引き続き運営スタッ

フの確保に努める。 

事業実施前の事前研修

やサバイバルキャンプ本

番にも多くのジュニアリ

ーダーの参加があった。 

大きな事故もなく事

業を実施することがで

きた。 

【ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙｷｬﾝﾌﾟ応募者】 

（前年度） 

ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ：25名(20名) 

小学 6年生：21名(23名) 

 

【田植え参加者】 

※前年度は天候不良のた

め中止 

ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ：19名(0名) 

小学 6年生：3名(0名) 

暑さで体調を崩

す子もいたことか

ら、参加者の体調

管理に十分気を配

る必要がある。ま

た村当局と連携し

て、引き続き運営

スタッフの確保に

努める。 

A 
①現状の内容

で継続 

二十歳を祝う集い

事業 

(漢那) 

 

№4 

 

二十歳を迎える青年

の新たな門出を激励す

ると共に、社会人とし

ての自覚と責任を認識

し、住みよい村づくり

への意識の向上を図

る。 

 

 

 

昨年度に引き続き、式

典開始前にアトラクシ

ョンが実施できるよう

村青年団協議会と連携

を図る。 

村青年団協議会と連携

し、式典開始前にアトラク

ション(会場内フォトブー

ス設置・撮影写真プレゼン

ト)を行うことができた。 

 出席者の大きな問

題行動もなく安全に事

業を実施することがで

きた。 

【実績】 

該当者：108名 

(前年度 118名) 

参加者：82名 

(前年度 83名) 

参加率：75.9％ 

(前年度 70.3％) 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続

き、式典開始前にア

トラクション等が

実施できるよう対

象者及び村青年団

協議会と連携を図

る。 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

社会教育教室 

（うんな大学） 

予定：全 4 講座 

実績：全 5 講座 

 (漢那) 

 

№5 

 

本村の教育資源・人

材を最大限に活用して

学習することで、村民

の生涯学習意欲の意識

向上の機会とする。 

 

 

引き続き今後も村民

の学習ニーズを踏まえ

た、魅力ある講座の企

画・開催に努める。 

村民から開催要望のあ

った講座を実施した。 

 健康マージャン講

座は受講者からも好評

で、講座終了後も参加

者が自主的に集まる動

きがあり、しまくとぅ

ばサークルに引き続き

サークルにつながりそ

うである。 

【実績】 

・健康マージャン講座 

全 10回・延べ 90名 

・恩納村の戦争を知るﾌ

ｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 

全 3回・延べ 25名 

・島くとぅば講座 

全 8回・延べ 90名 

・ライフプラン講座 

全 1回・延べ 8名 

・消しゴムはんこづく

り講座 

全 1回・延べ 10名 

【前年度実績】 

・恩納村の戦争を知るﾌ

ｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 

全 3回・延べ 17名 

・島くとぅば講座 

全 10回・延べ 91名 

・子どもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教室 

全 2回・延べ 20名 

・ライフプラン講座 

引き続き今後も村

民の学習ニーズを

踏まえた、魅力あ

る講座の企画・開

催に努める。 

A 
①現状の内容

で継続 
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全 1回・延べ 8名 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

いきいき女性教室 

予定：全 1 講座 

実施：全 1 講座 

 (漢那) 

 

№6 

学習機会を通して資

質や技術の向上を図

り、女性の地域づくり

への参加を推進する。 

併せて、受講を機に地

域でのサークル活動に

繋げ、生涯学習啓発の

場とする教室を開催す

る。 

 

 

 

 

 

引き続き今後も村民

の学習ニーズを踏まえ

た、魅力ある講座の企

画・開催に努める。 

 

 村民から開催の要望の

あった講座を実施した。 

いずれの講座も参加

者から好評であった。 

【実績】 

・沖縄のハーブ講座 

全 3回・延べ 36名 

引き続き今後も

村民の学習ニーズ

を踏まえた、魅力あ

る講座の企画・開催

に努める。 

A 
①現状の内容

で継続 

地域ﾘｰﾀﾞｰ研修 

予定：全１回 

実績：全１回 

 (漢那) 

 

№7 

組織づくり支援・地域

交流活性化支援・リー

ダー人材育成支援・就

業意識向上支援 

村 PTA 連合会や子ど

も会などの関連団体と

連携し、ニーズを踏まえ

た講座の企画・開催に努

める。 

 年度初めの津波警報発

令に伴う混乱により、防災

に係る意識が高まってい

ることから、県外大学で防

災に係る研究を行ってい

る研究者を招き、講演会を

実施した。 

 行政区関係者をは

じめとした村民を対象

に防災に係る講演会を

開催した。 

【実績】 

・恩納村の地域防災講演

会 

81名参加 

 

 

 

 

 

 

引き続き村 PTA

連合会や子ども会

などの関連団体と

連携し、ニーズを踏

まえた講座の企画・

開催に努める。 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

楽らく子育て教室 

予定：全１回 

実績：全１回 

 (漢那) 

 

№8 

 

 

 

子育てに必要な生活

習慣の大切さを学び、

家庭教育の基礎づく

り・仲間づくり・親子の

ふれ合いや絆を深める

場とし、子育てに悩ん

でいる受講生間の交流

の場とする。 

引き続き今後も村民

の学習ニーズを踏ま

え、魅力ある講座の企

画・開催に努めるとと

もに、男性の参加も積

極的に呼びかける必要

がある。 

 

村民から開催要望のあ

った講座を実施した。 

参加者から好評であ

った。 

【実績】 

・さらしおんぶ講座 

全 2回・延べ 12名 

(うち男性参加者 0 名) 

【前年度実績】 

 6 回：42 名(延べ) 

(うち男性参加者 0 名) 

引き続き今後も

村民の学習ニーズ

を踏まえ、魅力あ

る講座の企画・開

催に努めるととも

に、男性の参加も

積極的に呼びかけ

る必要がある。 

B 
①現状の内容

で継続 

公民館講座 

予定:全６講座開設 

実績:全２講座開設 

 (漢那) 

 

№9 

 

 

 

 

 

多様化、高度化する

学習ニーズに対応する

ため、各字公民館の協

力を得て、地域住民に

対して学習機会を提供

するとともに、地域に

おける指導者の養成を

図る。 

 

 

年々開設を希望する

行政区が少なくなって

いることから、積極的

に講座開設を呼びかけ

るとともに、村へ提出

する書類が煩雑との声

があることから、提出

書類を見直し事務負担

軽減に努める必要があ

る。 

申請方法については書

類や WEB 上のフォーム

から申請することができ

るよう改め、申請者の事務

負担軽減を図った。 

 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症

により講座開設が中断

していた行政区もある

ことからか、講座開設

申請及び開設が 3 団体

にとどまった。 

【実績】 

・恩納公民館講座 

全 10 回:延べ 113 名 

UV レジンアート・PP バンド

バッグ・盛花教室 

・南恩納公民館講座 

全 10 回:延べ 94 名 

琉球芸能・エイサー講

座 

・安富祖公民館講座 

全 5 回:延べ 35 名 

スマートフォン講座 

【昨年度実績】 

・2 公民館・延べ 199 名 

・梅干し・ハンドメイド教室 

年々開設を希望

する行政区が少な

くなっていること

から、積極的に講

座開設を呼びかけ

る。 

C 
①現状の内容

で継続 
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・三線教室 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

人材育成激励金 

支給事業 

(漢那・渡久地) 

 

№10 

教育、芸術、文化スポ

ーツの分野において優

秀な成績を収めた個人

に対し、激励金を支給

することにより、人材

育成と教育、芸術、文

化、スポーツの振興を

図る。 

引き続き事業周知の

徹底と対象者を把握す

るとともに、請求から

支給まで速やかに事務

手続きを行うこと。 

事業周知のためホーム

ページ掲載を行い、申請が

あった際は速やかに事務

手続きを行うとともに、申

請様式を押印不要なもの

に改めるなど対象者の負

担軽減に努め、申請数と予

算現額を調整しながら予

算確保にも努めた。 

○スポーツ面(前年度) 

スポーツ競技は 91件の

支給があった。（前年度

110件） 

・ソフトボール 

学生：17 件(11)、一般：15 件

(24) 

・バドミントン  

学生：13件(18)、一般：5件(10) 

・野球 

学生：4 件(4)、一般：0 件(0) 

・空手 

学生：1 件(4)、一般：0 件(0) 

・トランポリン 

学生：1 件(1)、一般：0 件(0) 

・陸上 

学生：6 件(1)、一般：0 件(0) 

・グラウンドゴルフ 

学生:0 件(0)、一般 7 件(8) 

・バレーボール 

学生：5 件(5)、一般 0 件(2) 

・ボウリング 

学生：0 件(4)、一般 1 件(1) 

・卓球  

学生：0 件(0)、一般 5 件(5) 

・ソフトバレーボール 

学生：0 件(0)、一般 7 件(0) 

・自転車 

引き続き事業周

知の徹底と対象者

を把握するととも

に、請求から支給ま

で速やかに事務手

続きを行うこと。 

 

A 
①現状の内容

で継続 
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学生：4 件(0)、一般 0 件(0) 

 

○文化面(前年度) 

文化面は 1件(ピアノ) 

(前年度：2件) 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

各種団体への活動

支援 

(漢那) 

 

№11 

社会教育分野で活動

する各種団体に対し補

助金を交付し、その活

動を支援することによ

り社会教育活動の振興

を図る。 

引き続き各種団体の

活動を継続して支援す

る。 

今年度も各種団体の総

会や事業へ参加し、年間の

事業活動の把握に努める

とともに、必要に応じて指

導・助言を行った。 

各種団体の事業実績

に基づき精査して補助

額を確定した。 

○青少年健全育成協議会

4,188,000 円(決定額) 

4,188,000（確定額） 

○子ども会育成連絡協議会 

1,910,000 円（決定額） 

1,910,000 円（確定額） 

○ＰＴＡ連合会 

1,585,000 円（決定額） 

1,585,000 円（確定額） 

○女性会 

1,000,000 円（決定額） 

1,000,000 円（確定額） 

○青年団協議会 

443,000 円（決定額） 

443,000 円（確定額） 

 

 

引き続き各種団

体の活動を継続し

て支援する。 

A 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

文化情報センター

業務 

(呉屋) 

 

№12 

 

文化情報センターの

運営に必要な事務を行

うとともに、住民に対

し、図書や資料を通じ

て情報提供サービスに

とり組み、読書活動を

推進し村内外の様々な

情報を提供する。 

 

①友好図書館である石

狩市民図書館との情報

交換及び交流を続ける。

両市村の情報発信に努

め、対面交流の再開につ

いても協議する。 

 

 

②村民の要求や時事的

話題に留意し蔵書構築

に努める。寄贈図書の整

理及び洋書登録を進め、

書庫を有効的に活用し、

開架書架の魅力的なレ

イアウトに努める。 

 

 

③村内利用者の拡充 

 

①友好図書館（石狩市民図

書館）との交流として、資

料を相互寄贈し、お互いの

地域についての関心を深

めた。 

 

 

 

②継続的に資料の購入・収

集、登録に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

③継続的な本の特集コー

ナー等の設置や関係機関

と連携したイベント等の

実施に取り組んだ。ホーム

ページや SNS での情報発

信に取り組んだ。 

 

① 石狩市関連本 

354 冊(前年度 310 冊) 

今年度の登録 30 冊

広報の相互寄贈と登録

を行いお互いの情報発

信の周知協力をした。 

 

 

② 年間増加冊数  

6,306 冊 

(前年度 6,484 冊) 

 

 

 

 

 

 

③入館者数 76,144 人   

（前年度：69,854 人） 

貸出人数 30,480 人 

（前年度：30,206 人） 

貸出冊数 110,012 冊 

（前年度：113,023 冊） 

登録人数 1,073 人 

うち村内 342 人 

（前年度：1,096 人） 

うち村内 297 人 

予約件数：1,291 冊 

（前年度：1,102 冊） 

 

①友好図書館であ

る石狩市民図書館

との情報交換及び

交流を続ける。友好

図書館 10 周年を記

念した催しを開催

する。 

 

②村民の要求や時

事的話題に留意し

蔵書構築に努める。

寄贈図書の整理を

進め、書庫を有効的

に活用し、開架書架

の魅力的なレイア

ウトに努める。 

 

③村内利用者の拡

充 

 

 

 

 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

   

 

 

 

 

④時事的話題にも留意

し、住民の生活に役立つ

情報を提供し、新たな情

報への関心を高め、住民

自身の調べる力や情報

リテラシーを高める行

政情報提供にも力を入

れる。 

 

 

 

 

 

⑤村の動向に留意しサ

ンゴの村宣言やＳＤＧ

ｓ関連の取り組みの周

知に努める。サンゴの絵

本の活用を促進する。 

 

 

 

 

 

④各種イベントの実施や

図書の特集コーナーの設

置に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤サンゴ関連事業として、

イベント「ビーチクリーン

して話し合おう！」「サン

ゴのカルタ大会」を行っ

た。企画課とのコラボ展示

2 回。 

 

 

 

 

 

 

蔵書累計冊数：120,626 冊 

前年度：（114,320 冊） 

開館日数：275日 

（前年度 274日） 

 

④本の特集 

「ブックポートレート

展」 

「まんぷく文庫」など 

他 101 ﾃｰﾏの展示を企画

実施 

イベント 

「名取佐和子講演会 

物語が紡ぐ力」他 

合計 37個のイベントを

実施 

（参加延べ人数 953人） 

 

⑤絵本 

売上冊数：364 冊 

売上収入：314,776 円 

かるた 

売上点数：36 点 

売上収入：27,885 円 

 

 

 

 

 

 

 

④時事的話題にも

留意しつつ、行政情

報提供にも力を入

れる。住民自身の調

べる力や情報リテ

ラシーを高める。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤村の動向に留意

しサンゴの村宣言

やＳＤＧｓ関連の

取り組みの周知に

努める。 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしに役立つ参考業

務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの読書活動推進

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥レファレンスの周知

及び関連機関との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦企画展示やイベント

を通して、コンクール

の周知に努める。 

⑥レファレンスの周知と

レファレンス協同データ

ベースへの参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦読書通帳機などを活用

し読書推進を行なった。 

 

 

沖縄県内で唯一調べる

学習コンクールを実施し

ている。 

 

⑥レファレンス協同デ

ータベースの事例登録

が多かったことで国立

国会図書館より礼状を

6 年連続で授与された。 

県内市町村でトップの

登録 

事例登録 100 件 

ﾊﾟｽﾌｧｲﾝﾀﾞｰの作成 

 3 テーマ 

 

⑦読書通帳：91 名発行 

（累計：1198 名） 

販売 54 冊 9180 円 

 

図書館を使った調べ

る学習コンクールで第

5 回地域コンクールを

開催  応募総 8作品 

・毎週土曜日の定例お

はなし会年 42回、赤ち

ゃん向けおはなし会

「おひざでだっこ」10

回、朗読サークル ぼ

～のさんによるイベン

トおはなし会年 3回。 

・「えいごでおはなし

会」毎月第 3 土曜日開

催年 10 回。 

⑥レファレンスの

周知及び関連機関

との連携。共同デ

ータベースへの登

録 

 

 

 

 

 

 

⑦読書通帳機の利

用促進。企画展示

やイベントを通し

て、コンクールの

周知に努める。 
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（３） 社会体育関係所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

各種社会体育事業の

充実 

(渡久地) 

(ウォーキングフェ

スタ) 

 

№1-1 

村民に対し、スポー

ツをする機会を提供

し、健康増進と相互の

親睦を図る。 

 

 

 

新たなウォーキング

コースで実施したとい

うこともあり、参加者

からトイレ設置等の要

望があった。 

指定お手洗いを恩納小

学校、ゆうなホール、万座

毛とした。 

参加者の安全管理の為ｳ

ｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽの確認や、当日

の係員配置、スポーツ推進

委員の役割分担を行った。 

昨年度と同様、産業

まつりとの同時開催で

実施し、健康増進の意

識高揚につながった。 

ｳｫｰｷﾝｸﾞﾌｪｽﾀ 

参加者：136 名 

 

令和６年度は出

発式前に大雨が降

り、参加者が雨宿り

する場所が無かっ

た為、関係課と調整

してテント等の準

備をして改善する。 

A 

 

①現状の内容

で継続 

(スポーツ教室) 

 

№1-2 

 

 

 

 

 

 

 

村民に対し、スポー

ツをする機会を提供

し、ニュースポーツ体

験や健康運動指導、交

流をとおして健康増進

を図る。 

 

 

 

 

事業を継続しアンケ

ート調査の結果を踏ま

え、開催時期やメニュ

ーを講師やスポーツ推

進委員と検討し実施す

る。 

 

 

 

 

夜間に教室を開催し、

「エアロビクス教室」を南

部地区 3 回、北部地区 3 回

開催した。また、教室終了

後、次年度以降のｽﾎﾟｰﾂ教

室の参考とするため、参加

者から開催時期や時間、内

容等の要望や教室の実施

方法に関するｱﾝｹｰﾄ調査を

行った。 

参加者の健康増進へ

の意識高揚につながっ

た。 

北部地区 

(瀬良垣公民館にて実施) 

 延べ 19 名 計 3 回 

南部地区 

(山田公民館にて実施) 

 延べ 25 名 計 3 回 

 

事業を継続しア

ンケート調査の結

果を踏まえ、開催時

期やメニューを講

師やスポーツ推進

委員と検討し実施

する。 

 

 

 

A 
①現状の内容

で継続 

(壮年ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ) 

 

№1-3 

 

 

 

壮年層の村民に対

し、スポーツをする機

会を提供し、交流をと

おして健康増進を図

る。 

 

事業を継続し、スポ

ーツをする機会を提供

し、交流をとおして健

康増進を図り、参加チ

ームを増やすように努

める。 

スポーツ推進委員定例

会で大会運営の調整及び

教育委員会年間行事予定

により周知活動を行った。 

 

 

参加チームが前年度

より多く事業を行うこ

とが出来た。 

参加チーム：8 チーム 

（R5 年 6 チーム） 

 

事業を継続し、ｽ

ﾎﾟｰﾂをする機会を

提供し、交流をとお

して健康増進を図

り、参加チームを増

やすように努める。 

A 
①現状の内容

で継続 

(壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ) 

 

№1-4 

 

壮年層の村民に対

し、スポーツをする機

会を提供し、交流をと

おして健康増進を図

る。 

事業を継続し、スポ

ーツをする機会を提供

し、交流をとおして健

康増進を図る。 

スポーツ推進委員定例

会で大会運営の調整及び

教育委員会年間行事予定

により周知活動を行った。 

参加チームが前年度

より多く事業を行うこ

とが出来た。 

参加チームに大会運

営協力をしてもらい、

スムーズな大会運営が

できた。 

参加チーム：14 チーム 

（R5 年度 10 チーム） 

事業を継続し、ス

ポーツをする機会

を提供し、交流をと

おして健康増進を

図る。 A 
①現状の内容

で継続 
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（R4 年度 13 チーム） 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

スポーツ推進委員の

資質向上 

(渡久地) 

 

№2 

各種スポーツの振興

と普及活動を支援し、

スポーツ推進委員個々

の資質の向上を促す。 

引き続き、県や中頭

地区での研修への積極

的な参加を促し、委員

の資質向上に努めると

ともに、研修の成果を

各委員が自主的に発揮

するよう村各種事業を

企画・運営する。 

県や中頭地区での研修

に積極的に参加した。  

また、村や中頭地区で行

われる大会や研修をスポ

ーツ推進委員自ら企画し

実施した。 

村研修：11 月（サイクリン

グ・モルック・フレスコボ

ール） 

スポーツ推進委員活

動数及び内容 

・第 48 回壮年ソフトボー

ル大会  （10 名） 

・第 41 回壮年バレーボー

ル大会   (10 名) 

・第 53 回村少年野球大会 

       （5 名） 

・第 23 回小学生駅伝大会 

        （6 名） 

・その他、定例会・研修等 

令和 6 年度：202 名 

（令和 5 年度:294 名） 

 引き続き、県や中

頭地区での研修へ

の積極的な参加を

促し、委員の資質向

上に努めるととも

に、研修の成果を各

委員が自主的に発

揮するよう村各種

事業を企画・運営す

る。  

A 

①現状の内容

で継続 

 

恩納村スポーツ協

会、国頭郡体育協会 

の活動支援 

(渡久地) 

 

№3 

恩納村及び国頭郡の

体育協会に補助金を交

付し、その活動を支援

することによりスポー

ツの振興を図る。 

引き続き体協主催の

事業展開及び体育施設

の利用等の支援を継続

し、各種目の競技力向

上とスポーツ振興を支

援する。 

スポーツ振興、競技力向

上に繋がるような事業展

開の提案、施設の有効活用

（各字体協の練習会場の

調整）等の指導助言を行っ

た。 

  

 

 

 

 

 国頭郡大会において

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、男女ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄ

ﾝ、男子ﾊﾞﾚｰ、ﾗｸﾞﾋﾞｰ、

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞなどで優秀な

成績を収めた。 

・ソフトボール 優勝 

・男女バドミントン 優勝 

・男子バレー 準優勝 

・ラグビー 準優勝 

・ボウリング 準優勝 

○恩納村スポーツ協会 

5,713,000 円（決定額） 

4,563,329 円（確定額） 

○国頭郡体育協会 

2,384,434 円（決定額） 

989,366 円（確定額） 

引き続きスポー

ツ協会主催の事業

展開及び体育施設

の利用等の支援を

継続し、各種目の競

技力向上とスポー

ツ振興を支援する。 

 

 
A 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

村立小学校体育施設

（プール）の一般開

放事業 

(渡久地) 

 

№4 

夏休み期間中、学校

施設を有効活用し、村

民の泳力及び体力の向

上を図る。 

安全なプール開放事

業が行えるよう関係部

署と調整し事業を実施

していく。 

プール管理人と連携し

こまめに水分補給や休憩

を取るよう、利用者へ促し

た。また、天気の急な変化

に伴って開放を中止した

こともありその都度、村

HPを活用してお知らせを

行った。 

夏休みプール開放事

業利用延人数（前年度） 

全校：269 名（233 名） 

安富祖：21 名（10 名） 

恩納：66 名（69 名） 

仲泊：52 名（67 名） 

山田：130 名（87 名） 

夏休みプール一

般開放を行い、熱中

症予防や事故防止

対策をプール管理

人と連携しながら

行い、安全なプール

開放を実施する。 

B 

①現状の内容

で継続 

 

各種団体等県外派遣

補助事業 

(渡久地) 

 

№5 

村民のスポーツに対

する意欲を向上させ、

各種球技、競技の振興

を図る。 

引き続き事業を継続

し、該当する団体・個人

等の情報収集を行うと

ともに、学校や公民館

等と連携し、速やかな

申請手続きを促す。 

派遣事業に該当する団

体の情報収集、学校や公民

館への情報提供、周知徹底

に努めた、速やかな申請手

続きを行った。 

○小中学生(前年度) 

・自転車 1 件(0) 

 個人 1 件(1) 

・トランポリン 1 件(0) 

 個人 1 件(0) 

・レスリング 1 件(0) 

 個人 1 件(0) 

・陸上 2 件(1) 

 個人 1 件(1) 

 団体 1 件（0） 

・バドミントン 1 件

(1) 

団体 1(団体 1) 

引き続き事業を

継続し、該当する団

体・個人等の情報収

集を行うとともに、

学校や公民館等と

連携し、速やかな申

請手続きを促す。 A 

①現状の内容

で継続 

 

村体育施設維持管理

事業 

(渡久地) 

 

№6 

村内の体育施設の維

持管理に指定管理者制

度を導入し、その運営

を行わせることによ

り、管理費用の軽減及

び利活用の増進を目指

す。 

令和 5 年度に策定し

た機能強化整備計画に

て計画した整備を実施

していくので引き続き

関係部署や機関と連携

し事業を実施してい

く。 

また施設の維持管理

徹底とプロ野球やスポ

機能強化整備計画にて

計画した通信等整備工事

や転落防止柵設置工事を

行った。 

施設利用率向上に向け

て施設維持管理徹底の指

導や、定例ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを行い

問題解決に向けた取組、村

の要望等を伝え、指定管理

令和 6年度 

利用者 117,560人 

利用回数（2,648回） 

令和 5年度 

利用者 126,272人 

利用回数（2,259回） 

令和 4年度 

利用者 98,356人 

利用回数（2,311回） 

機能強化整備計画

にて計画した整備を

実施していくので引

き続き関係部署や機

関と連携し事業を実

施していく。 

また施設の維持管

理徹底とプロ野球や

スポーツ合宿等の受

A 

①現状の内容

で継続 
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ーツ合宿等の受入れを

含め、利用者に安心し

て施設を提供できるよ

う努めていく。 

側との意思疎通を図った。 

 

令和 3年度 

利用者 51,856人 

利用回数（1,670回） 

 

入れを含め、村と指

定管理者で綿密に連

携する。村民等が活

用しやすい施設運営

や環境を提供する。 
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（４） 「幸せに生きる力」育成・支援委員会事業  

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

地 域 学 習 塾 支 援 

(本山・與那覇) 

 

№1 

 

 

「幸せに生きる力」

育成・支援委員会の組

織を強化し、学校、地

域、家庭が連携してそ

れぞれの役割を分担し

ながら知・徳・体の子ど

もの育成を図る。 

 

全自治会において地

域塾を開催できるよう

支援する。 

 

区長会にて開催依頼を

行い周知を図った。その

際、昨年度の開催内容の共

有を図った。 

 

 

 

 地域塾を実施した自

治会は昨年度１１自治

会から１０自治会へと

減少した。 

 内容は、学習支援や

工作、自由研究、調理活

動など各自治会の工夫

が見られた。 

各自治会の運営担

当者の減少が課題

となっている。 

 

 

 

 

 

B 

 

①現状の内容

で継続 

 

石狩市中学生交流 

(與那覇) 

 

№2 

 

 

 

 

 

 

 

地理・歴史・文化の異

なる北海道との交流体

験を実施することで、

沖縄の文化との違いに

ついて学ぶとともに、

人間性豊かな人材の育

成を図る。 

※隔年ごとに派遣、受

入れで実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 6 年度は受け

入れ年度となるため、

しっかりと準備して事

業が実施できるように

していく。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石狩市の中学生を受け

入れ実施できた。 

コロナ禍以降で初めて

の受け入れとなり、新しく

旅程のプログラムを組ん

だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 5 年ぶりに受け入

れできた。令和５年度

にうんな中学校から派

遣した生徒と交流でき

た。また、プログラム

にバーベキューを入

れ、生徒の保護者も招

待し、生徒も保護者も

大変素晴らしい交流、

招待していただき、生

徒同士の交流を私ども

もみれてとても良かっ

たと意見をいただい

た。 

【参加者】 

石狩市中学生 20 名 

石狩市引率者 6 名 

うんな中学生 18 名 

うんな中保護者 6 名 

恩納村教育委員会 10 名 

 令和７年度は派

遣年度となるため、

しっかりと準備し

て事業が実施でき

るようにしていく。 

また他市町村の

交流も増えている

為、令和７年度は石

狩交流事業から交

流事業に変更する。 

（他予定：長野県川上

村、石川県能美市、広

島県坂町） 

 

 

 

 

  

 

 

 

A 

① 現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

講演会 

(本山) 

 

№3 

 

 

教職員や保護者の資

質の向上に資すること

を目的として著名人を

招き、講演会を開催す

る。 

 

「恩納村教育ビジョ

ン」に基づいた村全体

としての講演会を開催

する必要がある。 

 

単元内自由進度学習に

関する講演会を県外研究

者を招聘し全教職員対象

に開催した。 

 

全教職員が講演会に

参加することで、全小

中学校で自由進度学習

に取り組むことができ

た。 

 

継続して「恩納村

教育ビジョン」に基

づいた村全体とし

ての講演会を開催

する必要がある。 

 

A 
①現状の内容

で継続 

県外先進地視察研修 

(本山・喜久里) 

 

№4 

 

 

 

学習内容の定着率の

高い県外の都道府県に

小中学校の教職員を派

遣し、学力定着に向け

た指導方法の工夫改善

に資する。 

 

 

継続して県外先進地

視察研修を実施し、本

村教育ビジョンの推進

を図る必要がある。 

 

 

石川県加賀市立小中学

校へ、新任管理職、研究主

任、指導主事で視察訪問を

実施した。 

埼玉県戸田市立戸田東

小中学校へ、STEAM 教育

担当、教育委員会関係者で

視察訪問を実施した。 

 

 

 県外先進地視察通

して、「自由進度学習」

を全小中学校で実践す

ることができた。また、

山田小学校、安富祖小

学校が研究発表を行

い、村内学校の授業改

善につながった。 

 

継続して先進地

視察を実施し、恩納

村教育ビジョンの

着実な推進につな

げる必要がある。 

 

 

 

A 
①現状の内容

で継続 

育成・支援実践報告

会 

(本山・喜久里) 

 

№5 

 

恩納村学力向上推進

の取り組みの成果と課

題を、学校・家庭・地域

の立場から検証する。 

 

「恩納村教育ビジョ

ン」に基づいた実践報

告会を開催していく必

要がある。 

 

村全体研修会や各学校

の校内研修会において、恩

納村教育ビジョンの取組

に対し伴走支援を行った。 

 

各学校区で「恩納村

教育ビジョン」に基づ

いた実践報告会を開催

することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続して「恩納村

教育ビジョン」に基

づいた実践報告会

を開催していく必

要がある。 

 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

諸検定料支援 

(與那覇) 

 

№6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国規模で実施され

ている漢字検定・英語

検定・数学検定等を希

望する児童生徒に半額

補助し、学力の意識化

と定着を図る。 

 

 

 

 

受験者数は小学校

増、中学校が減になっ

た、合格率は小学校減、

中学校増になった。引

き続き自分の実力にあ

った級を受験するよう

伝えていく。 

また、学校では受験料

の返金が業務の負担に

なっているので、改善

に向けて取り組んでい

く。 

準２級以上の返金事務

を、返金の際は教育委員会

のシステムで報告し、教育

委員会から返金するよう

改善した。 

チラシを作成し、配布し

た。配布する際に、まずは

自分の実力にあった級を

受験することを学校側か

ら伝えるようお願いした。 

 

検者数（合格者数） 

【英検】 

小学校 33 名（16 名） 

（合格率 48.5％） 

中学校 201 名(99 名) 

（合格率 49.3％） 

【漢検】 

小学校 252 名（151 名） 

（合格率 59.9％） 

中学校 106 名(28 名) 

（合格率 26.4％） 

【数検】 

小学校 99 名(78 名) 

（合格率 78.8％） 

中学校 33 名（17 名） 

（合格率 51.5％） 

総受検者数（前年度） 

合格率（前年度） 

小学校：384 名（543 名） 

63.8％（63％） 

中学校：340 名（357 名） 

42.4％（50％） 

私立：55 名（14 名） 

25.5％（－％） 

全体：779 名（900 名） 

   51.7％（58％） 

受験者数は小学

校減、中学校も減に

なった、合格率は小

学校微増、中学校減

になった。引き続き

自分の実力にあっ

た級を受験するよ

う伝えていく。 

また、教員の働き方

改革により、検定事

務を小学校で行わ

ない事になり、さら

なる受験者減が想

定される。 

 
A 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

未来塾 

(本山・與那覇) 

 

№7 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校受験を控えた中

学校３年生に対し、学

習への不安・課題を解

消するために実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自立した学習者」を

育成するために、生徒

が目標を立て、学習プ

ランを作成し、定期的

に振り返るサイクルを

確立する必要がある。 

講師事前説明会、生徒オリ

エンテーションにおいて、

学習プランワークシート

の共有を図り、活用を促し

た。 

名桜大学との連携の

もと、希望する生徒へ

の学習環境を保障する

ことができた。 

  

令和６年度受講者数 

1 年：１０人 

2 年：１２人 

3 年：４８人 

参加生徒進学率 

令和６年度：100％ 

 

「自立した学習者」

を育成するために、

通常の未来塾学習

の他に、高校進学や

大学進学、キャリア

形成に向けた若手

経営者等の講師に

よる講演会を開催

する必要がある。 

A 
②事業を拡大

して継続 

スキルアップ研修 

(本山・喜久里) 

 

№8 

 

 

 

各学年・教科１人体

制という課題を解決す

るため、村内教職員職

員が協力して協議し、

互いの資質・能力を高

めるために行う。 

 

 

「恩納村教育ビジョ

ン」に基づく各プロジ

ェクト会の充実を図る

必要がある。 

 

各小中学校の「自律」「協

働」「創造」のプロジェク

トメンバーによる対話型

の研修会を開催した。 

 

「自律」プロジェク

トにより「自由進度学

習」の推進、「協働」プ

ロジェクトにより「児

童会・生徒会活動」の充

実、「創造」プロジェク

トにより、「探究的な学

び」の推進が図られた。 

 

継続して「恩納村

教育ビジョン」に基

づく各プロジェク

ト会の充実を図る

必要がある。 

 

A 
①現状の内容

で継続 

各種コンクール 

(本山・與那覇) 

 

№9 

 

各種コンクール事業

を開催することによ

り、児童生徒に発表の

機会を与える。 

 

各種作品募集の多さ

による学校負担を軽減

するために、募集テー

マの精選を図る必要が

ある。 

募集テーマを「学校給食

ポスター・作文・標語」と

し、「あいさつ作文・標語」

の募集を取りやめた。 

 

県働き方改革プラン

に即した対応ができ、

学校職員の負担軽減に

つながった。 

「学校給食ポス

ター・作文・標語」

の役場ロビー展示

を給食週間に合わ

せる必要がある。 
A 

①現状の内容

で継続 



40 

 

（５） 博物館所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

博物館運営 

(崎原) 

 

№1 

博物館は村の自然、

歴史、文化を発信する

生涯学習機関としてふ

るさと学習の拠点とな

るよう、関連する資料

の収集、整理、保存活用

に努めると共に、展示

公開、調査研究を充実

させ、企画展、各種講

座、芸術鑑賞の機会を

通して、ふるさと学習

にふさわしい施設とし

てその活性化を図る。 

継続して博物館活動

の情報発信を行うと共

に自然ゾーンの創設に

取り組み、博物館活動

の活性化を図る。 

また、社会教育施設

として安心・安全に利

用して頂けるように施

設不備箇所の修繕等を

行い、利用しやすい施

設を目指す。 

・企画展や各種講座など

の事業実施に際し、SNS 

や LINE や博物館 HP を

活用し広報を実施した。 

 

・継続して村内関係団体

と連携して、サンゴの村宣

言や自然環境など役場関

係課と連携し事業を実施

した。 

 

・うんな中での出前講座

（座学・野外学習）をはじ

め、村内学校への出前授業

では創意工夫を行い、実施

し、内容の充実を図った。 

 

・継続して社会教育育成

団体の活動支援を行い、村

民の施設使用の増加を図

った。 

 

・村内学校を中心に県内

の学校などの授業等受入

及び連携を図った。 

 

・より利活用しやすい施

設とするため博物館入り

口サイン制作及びトイレ、

・博物館利用実績 

開館日数 293 日 

博物館利用者数 16,584 人 

(前年度 14,215 人 2,369 人

増) 

入館者 14,262 人 

(前年度 11,584 人 2,678 人

増)    

施設等使用者 2,312 人 

前年度施設等利用者

2,631 人 319 人減 

 

・主に文化係（博物館・

文化財）で１回の特別

展、６件の講座等を開催

した。 

 

施設利用団体数 

 延べ 182 件（前年度

187 件） 

 

・村内学校の受入対応、

出前授業 計 20 件 

（学芸 14 回、文化財 2 回） 

職場体験 2 件 

 

・多言語を盛り込み、入

口表示をしたことで利

用者から好評でした。 

リニューアル

事業に伴う自然

展示室の創設及

び村内各学校へ

の出前講座や展

示会、各種文化講

座などにより地

域の特色ある文

化活動の情報発

信を行えるよう、

博物館活動の活

性化を図る。 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現状の内容

で継続 
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防水修繕などに取組んだ。 

 

・防災の日のイベントを

おんなの駅・役場、博物館・

文化情報センターで連携

して各種イベントに取り

組んだ。 

連携事業として博物館

では、 南相馬市の津波や

村の防災取り組みなどを

紹介する展示会を実施。 

 

 

・防災イベントとして展

示会及び協働で事業を

実施した。11 月 4 日イベ

ント日には 340 名もの

来館者があり盛況。 

企画展「3．11 写真展」、 

期間：10/31～11/10 

（9 日間） 

来場者：747 名 

 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

企画展・展示会 

(後藤・吉田) 

 

 

№2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館が所蔵する資

料や文化財などの資料

の活用のほか、地域と

連携しながら、恩納村

の情報を発信し、村の

歴史や文化に対する理

解を深めてもらう場と

する。 

 

常設展示の一部リニ

ューアルを実施するた

め、企画展事業の回数

を減らす予定だが、実

施を予定する慰霊の日

特別展では新資料の展

示に取り組む。 

 

主催事業 

①令和 6 年度慰霊の日特

別展「恩納村と戦争」 

学芸担当の展示では、これ

まであまり展示実績の無

かった『陸海編合図』「琉

球群島（其ノ二）」の展示

及び、資料調査をとおし

て、沖縄国際大学南島文化

研究所が所蔵する同シリ

ーズの他地域地図、沖縄市

立郷土博物館が所蔵する

戦後の米軍作成地図など

類例・比較資料と合わせて

展示した。 

 

 

主催事業 

①令和6年度慰霊の日特

別展「恩納村と戦争」 

期間：5/28～7/7 

（36 日間） 

来場者：1,935 名 

※前年度 29 日間、1,327

名 

 

2025 年は戦後

80 年を迎えるた

め、総務課村史編

さん係と共同で、

これまでの慰霊

の日特別展の展

示成果の集約し

た冊子の作成と

展示会を開催す

る。 

 

A 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

博物館講座 

(後藤・吉田) 

 

№3 

 

博物館主催の講座を

とおして、村民に村の

自然、歴史、文化につい

ての理解を深める場を

提供する。 

引き続き、OIST など

と連携した講座の実施

や村の特性を生かせる

ような講座を企画し、

実施していく。 

 

①博物館・OIST 連携事業

「クマノミの世界をのぞ

いてみよう！」 
OIST 地域連携セクシ

ョンのコーディネーター

の協力を受け、研究者によ

るクマノミ研究と海に関

する講座・ワークショップ

を行った 

 

②自然観察会「第 3 回サ

ンゴﾞの産卵観察会」 

 夜間にシュノーケリン

グによるサンゴの産卵観

察会を実施。今回はサンゴ

の産卵後に海中を卵が浮

遊する様子を実際に観察

することができた。 

 

③夏休みイベント「昆虫

標 本 作 り に チ ャ レ ン

ジ！」 

 夏休みの自由研究の支

援の一環として実施。身近

な昆虫（セミとチョウ）の

標本を作るワークショッ

プを実施した。 

④博物館講座「ウミガメ

のヒミツを知ろう！－ウ

ミガメの一生－」 

①博物館・OIST 連携事

業「クマノミの世界をの

ぞいてみよう！」 
開催日：5/3 

参加者：子ども 15 名、

大人 4 名（定員 30 名） 

 

②自然観察会「第 3 回サ

ンゴﾞの産卵観察会」 

開催日：6/13 

参加者：保護者 8 名、子

ども 8 名、一般 5 名（村

民限定） 

（定員：親子枠 20 名、一

般 5 名、当日 4 名欠席） 

 

③夏休みイベント「昆虫

標本作りにチャレン

ジ！」 

乾燥標本コース 

開催日：8/4 

参加者：5 名（定員 5 名） 

樹脂標本コース 

開催日：8/4、10、11 日

（3 日間） 

参加者：5 名（定員 5 名） 

 

④博物館講座「ウミガメ

のヒミツを知ろう！－

ウミガメの一生－」 

人気の講座に

ついては継続す

るとともに、村の

サンゴの村宣言

やSDGsプロジェ

クトの普及啓発

に貢献できる講

座を企画し、実施

していく。 

A 
①現状の内容

で継続 
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 恩納村内でも産卵が確

認されているウミガメの

学習をとおし、環境保全の

啓発を図った。 

 

⑤博物館講座「トウツル

モドキでカゴ作り」 

村内に自生するトウツ

ルモドキを利用し、カゴを

作るワークショップ。 

 

開催日：9/22 

参加者：子ども 11 名、大

人 7 名 

（募集定員：30 名） 

 

⑤博物館講座「トウツル

モドキでカゴ作り」 

開催日：12/14、15 

参加者：11 名 

（募集定員 10 名、応募

数 35 名） 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

サンセットコンサー

ト 

(後藤) 

 

№4 

 

博物館を活用し、村

民を中心に優れた芸

術・音楽・芸能等を鑑賞

する場を提供すること

で、芸能等への関心を

高め、恩納村の文化振

興に資することを目的

とする。 

 

令和 6 年度はリニュ

ーアル事業のため、見

合わせ予定。 

その後は村内芸能等

の活用や村民に優れた

音楽や芸能の鑑賞機会

を提供できる企画を実

施する。 

 

令和 6 年度は展示リニ

ューアル事業優先のため、

取り組みなし 

 令和 7 年度は関

係者の意見や前

回までのアンケ

ート内容を参考

にし、村民が村内

で優れた音楽等

に触れる機会を

創出する。 

 

－ 
①現状の内容

で継続 

『恩納村博物館年

報・紀要』の刊行 

(後藤・吉田) 

 

№5 

 

博物館の過年度の活

動に関する情報をまと

めることで、記録を残

し、将来的な資料とす

る。『恩納村博物館紀

要』と『恩納村博物館年

報』を隔年にて発刊 

次年度は『恩納村博

物館年報』の刊行を予

定。令和 4・5 年度の博

物館活動についてまと

めた年報を刊行する。 

一部体裁を見直すなど

し、掲載情報の整理を図

り、ページの節減を図っ

た。 

『恩納村博物館年報』

第 14 号を刊行した。 

令和 4・5 年度の博物

館事業、文化財事業につ

いての報告を掲載した。 

 次年度は『恩

納村博物館紀要』

の刊行を予定 

恩納村の自然、歴

史、文化にかかわ

る原稿を募集す

る。 

 

 

A  
①現状の内容 

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

地域伝統芸能等保存

事業 

（後藤） 

 

№6 

一般財団法人地域創

造の事業を活用し、地

域に伝承される伝統芸

能等の映像を記録する

ことにより、今後の更

なる伝統芸能の伝承及

び地域活動を支援す

る。 

令和 7 年度の事業実

施に向け、一般財団法

人地域創造に助成申請

を行う。 

 村区長会総会で令和 7

年度の事業説明を行い、実

施を希望する自治会を募

った。 

 南恩納区から豊年祭の

映像記録実施の要望があ

ったため、ヒアリング後、

令和 7 年度分の助成申請

並びに事業費計上を行っ

た。 

一般財団法人地域創

造より、令和 7 年度分の

事業助成の内定を受け、

事業費を予算化した。 

南恩納区と連

携し、助成事業の

成果品を完成さ

せるとともに、地

域の踊りや組踊

の型の保存・継承

を支援する取り

組みとする。 

A 
①現状の内容

で継続 

常設展示室リニュー

アル事業 

（後藤） 

 

№7 

 

 

 

開館 20 周年の節目

を機に、既存の常設展

示に加え、自然史分野

の展示を発展・充実さ

せた常設展示の再構築

のため、「自然ゾーン」

を新設し、博物館活動

の更なる発展を図って

いく。 

展示検討委員会の助

言を受けながら、常設

展示の一部をリニュー

アルし、自然ゾーンを

新設する。 

・基本計画に基づき、展示

検討委員会にて展示物や

レイアウトについての検

討を行い、展示製作に取り

組んだ。 

・常設第 2 展示室の設備

の改修工事や展示ケース

の新規製作などを実施し

た。 

令和 7年度の自然ゾー

ンのオープンに向け、設

備を調えるとともに、展

示する標本の製作や展

示物の確認などを行っ

た。 

常設第 2 展示室

の自然ゾーンの

展示を完成させ、

常設展示の一部

リニューアルを

完了させる。 

B 
①現状の内容

で継続 

文化財普及事業 (仲

嶺) 

 

№8 

 

恩納村の共有財産で

ある文化財の普及及び

活用を目的とし、文化

財保護愛護思想の啓発

を図る。 

 

山田城跡のパンフレ

ット制作や土器作り講

座を実施し、文化財愛

護思想の普及を図る。 

また、ボランティア

ガイド養成講座を実施

する。道の会や観光協

会等の外部団体と連携

し、ガイド養成の充実

を図る。 

① 慰霊の日展示会 

文化財、学芸、村史の 3

係合同の展示会を開催 

村内遺跡発掘調査や踏

査等で収集した遺物等を

遺跡解説パネルとともに

展示し、実際に遺物を触れ

るハンズオンコーナーも

設けた。 

また、新たに塩屋区で不

時発見された壕について

①慰霊の日特別展「恩納

村の戦争」 

期間：5/28～7/7 

（36 日間） 

来場者：1,935 名 

※前年度 29 日間、1,327

名 

 

 

 

 

次年度は戦後

80 年となるため、

学芸担当や村史

編さん係と情報

共有を行い、違う

視点を持った展

示を行う。 

A 
①現状の内容

で継続 
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も速報展示を行った。 

 

②土器作り講座(全 3 回) 

 土づくり～土器焼きま

での体験講座の実施 

目標人数：20 名 

 

 

 

 

 

② 村内学校出前講座 

 文化財巡りを実施 

 

 

山田城跡パンフレット作

製に取り組んだ 

 

文化財ボランティアガイ

ド養成講座に取り組んだ 

 

 

 

②土器作り講座(全 3 回) 

1 土作り(11/23)19 名 

2 土器作り(11/24)19 名 

3 土器焼き(11/30)15 名 

※応募は定員 20 名に達

したが、当日キャンセル

により、参加人数が減し

た日がある。 

 

② 村内学校出前講座 

計 2 件対応 

延べ人数：119 名 

 

山田城跡パンフレット 

5,000 部作製 

 

文化財ボランティア講

座の講師及び道の会と

調整を行ったが日程調

整がつかず断念した。 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

山田城跡重要遺構確

認調査 

(仲嶺) 

 

№9 

国指定史跡山田城跡

の整備に向けて取り組

む。 

山田城跡重要遺構確

認調査として令和 5 年

度の未実施箇所及び引

き続き山田城城壁の発

掘を実施し情報蓄積を

行う。 

文化庁補助事業を活用

し、継続して山田城跡重

要遺構確認調査を実施し

た。3 箇所の調査に取り

組む。 

山田城跡重要遺構確認

調査を実施した。令和 6

年度は 3 箇所の調査を実

施。石積みの検出をし、

城壁の現状と構造を確

認。整備に向けた基礎情

報の蓄積を図った。 

山田城跡重要遺

構調査を引き続き

実施する。令和 7

年度は城壁の発掘

調査を 7 箇所実施

する。 

 

B 
①現状の内容

で継続 

沿岸・水中遺跡分布

調査 

(崎原) 

 

№10 

 

 

 

文化庁補助事業を活

用し、埋蔵文化財の把

握と周知・保護のため

に村内の沿岸及び水中

遺跡を調べる分布調査

に取り組む。 

 

 

新規事業 

 

 

 

 

 

 

 

村内北側の名嘉真から

恩納（太田）地区までの

沿岸部および海域部分に

おける分布調査に取り組

む。 

 

 

 

対象地の沿岸部の踏

査の結果、新たに 700 年

前の陶磁器や地域で利

用された石切場跡、木造

船などを発見している。

海底調査でも加工され

た石などを確認するこ

とができた。 

令和 7 年度は、

恩納地区から冨着

地区までの範囲で

分布調査を実施す

る。また、併せて

これまで調査した

資料整理を実施す

る。 

A 
①現状の内容

で継続 

山田城跡公有地化事

業 

（崎原） 

 

№11 

 

山田グスクの公有地

化事業を実施し、指定

地内 7 割以上の公有化

に取り組む。 

指定地面積 

43,132.37 ㎡ 

 

地権者未相続土地に

ついて、相続権者と調

整し、補助事業を活用

して公有地化事業を実

施する。 

文化庁補助金を用いて

公有地化事業を継続して

実施した。5 箇年計画で

指定地の 70％を公有地化

にする取り組み。 

R2 10,974 ㎡公有地化 

（40％達成） 

R3  8,245 ㎡公有地化 

（59％達成） 

R4  5,244 ㎡公有地化

（71％達成） 

R5 4,337 ㎡公有地化

（81％達成） 

R6   0 ㎡ 

 

令和６年度は指定地

内７筆（民有地 1,830 ㎡）

の公有地化事業を対象

とした。相続権者と協議

したが相続手続きがで

きず、不動産鑑定業務の

みの実施となった。 

相続権者 17 名の内、

親族の協力を経て 13 名

内諾を得たが 4名に連絡

が取れずやむを得ず、断

念せざるを得なかった。 

公有地化済 

 35,112.37 ㎡(81%) 

地権者未相続土

地について、相続

権者と調整し、相

続後に補助事業を

活用して公有地化

事業を実施する。 

令和７年度は相

続権者に協力調整

をし、今後の協力

を求める。 

B 
①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

恩納村文化財指定業

務 

（仲嶺） 

 

№12 

 

村内に所在する貴重

な文化財の中から村指

定候補を調査、検討し

村指定文化財の増加を

図る。 

恩納村指定文化財 

① 史跡 

真栄田の一里塚 

② 有形文化財(民俗) 

浜崎御嶽、ｶﾝｼﾞｬｶﾞｰ、

ｳﾄﾞｩｲｶﾞﾏ、南恩納の龕 

③ 歴史資料 

唐人墓の墓碑、恩納村

の印部石、国頭郡恩納

間切各村全図及び字図

等 

④ 書跡 

徐保光詩文、王文治詩

文 

      計 10 件 

指定文化財候補を検

討し、文化財保護審議

委員会で審議をし、村

指定文化財増加にむけ

取り組む。 

村指定文化財増加に向

け各集落の指定候補とな

る文化財の情報収集を実

施する。また、恩納村文化

財保護審議会にて指定候

補となる文化財について

審議・報告を行う。 

 

塩屋の公民館建設に伴

い、戦争遺跡（防空壕）

が発見された為、慰霊の

日展示会で速報展示を実

施し情報収集を図った。

また、恩納村文化財保護

審議会へ不時発見された

壕の報告を実施した。 

指定候補となる

文化財リストを作

成し、リストにあ

る文化財について

情報収集を実施す

る。 

B 
①現状の内容

で継続 

万座毛植生環境整備

事業 

（仲嶺） 

 

№13 

沖縄県補助金を活用し

万座毛遊歩道地区の整

備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

新規事業 令和 6 年度より県補助

金を活用し、万座毛景観修

復整備計画書にある遊歩

道地区第一工区(約 1050

㎡)の測量及びアダンの伐

採除去・シバ移植を実施す

る。 

 

県補助金を活用し遊歩

道地区第一工区(約 1050

㎡)の測量及びアダンの伐

採除去・シバ移植を実施

した。また、実施するに

あたり、関連法令(文化財

保護法、自然公園法、森

林法)の許可を得ることが

できた。 

第一工区アダン

伐採箇所からシバ

を移植した範囲に

アダンが侵入しな

いよう定期的にモ

ニタリングを行

い、侵入が確認さ

れたものについて

は伐採を行う。 

A 

 

①現状の内容

で継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

各種団体への活動 

支援 

(崎原) 

 

№14 

文化教育分野で活動

する恩納村文化協会に

補助金を交付し、文化

に関する各種団体の活

動を支援することによ

り文化の振興を図る。 

引き続き、村文化協

会の活動を継続して支

援する。 

今年度も文化協会総会

への参加、文化祭、文化展

への協力を実施。 

必要に応じて、指導・助

言を行った。 

 

文化協会の事業実績に

基づき精査して補助額

を確定した。 

○恩納村文化協会 

3,520,000 円（決定額） 

3,245,045 円（確定額） 

引き続き、村文

化協会の活動を継

続して支援する。 

A 

①現状の内容

で継続 
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（６） 学校給食センター所管事業 

事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

栄養教室の開催 

(比嘉) 

 

 

№1 

児童生徒に食に対す

る正しい知識を身につ

けさせると共に学校給

食の重要性を認識させ

る。 

【学校給食の目的】 

①適切な栄養の摂取に

よる健康の保持増進を

はかること。 

 

②日常生活における食

育について正しい理解

を深め、健全な食生活を

営むことができる判断

力を培い、及び望ましい

食習慣を養うこと。 

 

③学校生活を豊かに

し、明るい社交性及び

協同の精神を養うこ

と。 

 

④食生活が自然の恩恵

の上に成り立つもので

あることについての理

解を深め、生命及び自

然を尊重する精神並び

に環境の保全に寄与す

る態度を養う。 

継続して各学校と連

携して、食育年間指導

計画を作成し食育指導

を行う。 

県教育委員会から給食

センターに配置されてい

る栄養職員で巡回指導、食

育授業を行った。 

給食週間に役場ギャラ

リーでパネル展示及び各

学校へ展示物、動画の配布

を行った。 

 

食育授業 

 恩納幼稚園   １回 

 山田小学校   ７回 

 仲泊小学校   ６回 

 恩納小学校   ６回 

 安富祖小学校  ６回 

 うんな中学校  ４回 

 

（前年度） 

仲泊幼稚園   １回 

 安富祖幼稚園  １回 

 山田小学校   ５回 

 仲泊小学校   ６回 

 恩納小学校   ６回 

 安富祖小学校  ６回 

 

 

 

 

 

巡回指導、食育授業を

実施し、食の大切さや食

に対する関心を持つこ

とができた。 

 

継続して各学

校と連携して、食

育年間指導計画

を作成し食育指

導を行う。巡回指

導を増やし更な

る食育指導の充

実を図る。 

A 

①現状の内容で

継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

 ⑤食生活が食にかかわ

る人々の様々な活動に

支えられていることに

ついて理解を深め、勤

労を重んずる態度を養

うこと。 

 

⑥我が国や各地域の優

れた伝統的な食文化に

ついての理解を深める

こと。 

 

⑦食料の生産、流通及

び消費について、正し

い理解に導くこと。 

      

村産食材の積極

的な活用 

(比嘉) 

 

 

№2 

安全な食材の確保と

村内生産者との連携に

よる地産地消の推進 

今後も継続して安定

的な食材の確保のた

め、おんなの駅、農水関

係者と連携を図る。 

畑を巡回し生産者と

の連携を図る。 

年間を通して、地場産物

を使用した。 

毎月 19 日の「食育の日」

に、モズク、アーサ等地元

の食材を使った給食を提

供し、地産地消の推進を図

った。 

更なる地産地消に向け、

おんなの駅と連絡会の開

催や農家を巡回し意見交

換を行い地産地消に取り

組んだ。 

 

 

おんなの駅や農水関

係者と連携を図り地場

産物を提供することが

出来た。 

安富祖米の不作により

年間使用量 4,535 ㎏ 

年間使用率 44.23% 

に留まった。 

令和 5年安冨祖米使用率 

 99.7%（10,645 ㎏） 

モズク年間使用料 

251 ㎏ 

アーサ年間使用料 

100 ㎏ 

 

おんなの駅、農

水関係者と定期

的な連絡会の開

催や農家を巡回

し意見交換を行

う。 

B 

 

①現状の内容で

継続 
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事業項目 事業目標及び事業内容 
前年度の課題 

(令和６年度の課題) 

課題克服に向けた取組み 

(令和６年度の取組み) 

事業の成果 

(令和６年度の成果) 

今後の課題 

(令和７年度の課題) 
評価 総合判断 

給食センター見

学の推進 

(比嘉) 

 

№3 

給食調理の状況を見

学させ、その安全性を

認識させる。 

今後も継続して見学

実施にむけた行事調整

を行う。 

 

 

給食センター見学受け

入れを行った。 

【見学実施日】 

6/17  恩納幼稚園 

7/16  恩納小 2-1 

9/18  恩納小 2-2 

調理場見学を実施し、

給食が出来るまでの工

程を理解し、給食に対す

る関心を持つことが出

来た。 

 

今後も継続し

て日程調整を行

い見学受け入れ

を行う。 

 

 

B 

 

①現状の内容で

継続 

 

給食費徴収率の

向上 

(比嘉) 

 

 

№4 

安全で質の高い給食

の提供するため、給食

費の徴収率の向上を図

る。 

【学校給食費】 

(保護者負担) 

○学校給食法 

第 11 条第 2 項 

 (督促手続き) 

○民事訴訟法第 382 条 

今後も継続して、長

期未納者への納付指

導、納入計画の提案を

行う。 

不納欠損処理の検

討。 

過年度未納者に対し電

話督促、督促状の送付を行

った。 

不納欠損処理について

他市町村の情報収集を行

った。 

○現年度分徴収率 

※収入額 

令和 6 年度：96.85%  

令和 7 年 3 月 28 日 

※現年度納付額 7,901,455 円 

 

○過年度分徴収率 

 令和 6 年度：9％ 

※過年度納付額 42,800 円 

令和 5 年度：27% 

18％減 

令和 7 年 3 月 28 日 

今後も継続し

て、長期未納者へ

面談等納付指導、

納入計画の提案

を行い自主納付

を促す。 

不納欠損処理

の検討。 

C 

①現状の内容で

継続 
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４ 外部有識者の意見について  

  教育委員会の内部評価を終えて後、評価の客観性を確保するため、外部評価委員会に諮問して点検評価結果に関する意見を求めました。外部評価委員会の構成

委員及び意見の内容は次のとおりです。 

 (1) 恩納村教育委員会の事務事業の点検評価外部評価委員会(令和 7 年 7 月 8 日現在) 

役 職 氏  名 任     期 備     考 

委 員 長 星 野 文 彦 令和 7 年 7 月 8 日～当該年度の事務事業外部評価完了まで 元村 PTA 連合会会長 

副 委 員 長 小 谷 久 美 令和 7 年 7 月 8 日～当該年度の事務事業外部評価完了まで 元村婦人会会長 

委  員 大 城   敦 令和 7 年 7 月 8 日～当該年度の事務事業外部評価完了まで 元行政区区長 

 

(2) 意見 

当委員会は、教育長の諮問に基づき、令和 7年 7月 8日に委員会を開催し、諮問された各種事務事業の評価や課題把握の根拠などについて、課長及び担当者の

説明を受け、評価を行いました。また７月 17日には、これまでの会議の経緯の確認と意見の集約を行いました。その結果を答申いたします。 

記 

①  点検評価報告書について 

教育委員会の事務事業の点検及び評価は、事務事業評価シートにより事業目標、事業の成果、今後の課題、事務事業の評価について、課長及び担当者から事

業評価の説明を受け、事業実績や事業の成果、事業に対する自己評価等が適切であるかを確認した。 

また、村民の生涯学習を視点とし学校教育、社会教育関係事業について事務事業の点検及び評価を行った。点検評価において委員からあった意見・提言につ

いては、今後の事業に反映させ、更なる教育行政の充実を図っていただきたい。 

事務事業の点検及び評価は、事業の計画、実施、検討を行う職員自らが事業への意識を高め、事務事業への村民の満足度の向上や期待への適合などを視野に

入れるとともに説明責任への意識を持つことが大変重要である。成果の見えにくいといわれる教育行政について、常に点検や評価を繰り返すことが重要と考え、

更に教育行政への村民ニーズを的確に捉えた事業の実施に繋げていけるよう努力を促したい。 

この評価結果につきましては、次年度以降の事業の取り組みを具体的に進めやすくするためのものであり、予算や事務改善等の施策を推進するための方向性

を確認するものとして、活用していただきたい。 

 

②  事務事業の評価について 

令和６年度事業評価においては、事業数６９件の事務事業の外部評価を点検した。取組み内容や事業成果においては、全体的に評価は概ね妥当だと理解してい

る。また、各事業の実施においては、例年の課題である対象者への事業の効率的な周知のあり方や村民ニーズに合った事業内容については、最大の事業効果が

得られるよう、対象事業について内容は勿論のこと、参加者が増える更なる工夫や対策を講じていただきたい。なお、外部評価をしていく中で、委員から多様

な意見・提言がありましたので、主なものを列記します。 

学校教育関連所管事業の２２事業においては、教育振興備品整備事業(№11)について、整備した備品（ＩＣＴ機器）の活用を促進するため、ＩＣＴ支援業務を

業者委託により各学校へ支援員を配置し、支援体制を整備したことにより、全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙によりＩＣＴ機器をほぼ毎日活用したとの結

果が小学校・中学校共に県の全体の使用率を上回ったこと、高校生通学等支援事業補助金（№.22）については、恩納村独自の新規事業であり、これまで支援の届
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いていなかった高校生の通学費等を支援することにより経済的な負担軽減を図ることができ、延べ 188人の支援実績を評価し、Ｓ評価とした。 

教育委員会研修事業(№1)、コミュニティースクール設置事業(№2)、校長会・教頭会(№3)、教育相談事業(№4)、教育委員会学校計画訪問(№5)、奨学資金給

付・貸与事業(№6)、キャリア教育事業（職場体験学習・職場見学）(№7)、幼稚園管理備品・保育振興備品整備事業(№9)、幼稚園教育の推進(№10)、就学支援事

業(№12)、スクールカウンセラー設置事業(№13)、特別支援員配置事業(№14)、英語指導助手派遣事業(№15)、対外競技派遣及び中学校部活動支援事業(№16)、

諸検査事業(知能検査・進路適正検査・i-check 調査他)(№17)、指定研究事業(№18)、うんな中学校ＳＤＧｓプロジェクト（№21）の１７事業については、前年

度の課題を踏まえ課題克服の取り組みが行われ、予定通り事業を実施でき、前年度以上の効果が散見できたためＡ評価とした。 

幼稚園教諭研修会(№8)、小中学校施設整備事業(№19)、学校施設維持管理事業(№20)、の３事業については、前年度の課題を踏まえた取組が行われ概ね予定

通り実施できたためＢ評価とした。 

各事業においては、更に工夫を重ね充実した事業を実施し、更に高い質の学校教育事業を提供していただくことを期待したい。 

社会教育関連所管事業の１２事業においては、青少年団体等活動助成事業（４団体）(№1)、国際交流派遣事業(№2)、自然生活体験学習「サバイバルキャンプ」

事業(№3)、二十歳を祝う集い事業(№4)、社会教育教室（うんな大学）(№5)、いきいき女性教室(№6)、地域リーダー研修(№7)、人材育成激励金支給事業(№10)、

各種団体への活動支援(№11)、文化情報センター業務(№12)の１０事業については、前年度の課題を踏まえ課題克服に向けた取り組みを行い、村民からの要望に

基づき教室を開催し、実施団体や参加人数が増加したため、Ａ評価とした。 

楽らく子育て教室(№8)については、前年度の課題である男性の参加がなくＢ評価とした。 

公民館講座(№9)については、予定していた６講座中２講座のみの開催となったためＣ評価とした。自治会等が更に利用しやすくする工夫を検討していただき

たい。 

社会体育関係所管事業の９事業においては、各種社会体育事業の充実事業のウォーキングフェスタ（№1-1）、スポーツ教室（№1-2）、壮年バレーボール（№1-

3）、壮年ソフトボール（№1-4）、スポーツ推進委員の資質向上(№2)、恩納村スポーツ協会、国頭郡体育協会の活動支援（№3）、各種団体等県外派遣補助事業(№

5)、村体育施設維持管理事業(№6)の８事業について、前年度の課題を改善し参加者の拡大につながり目標通りの事業実施ができたことを評価し、Ａ評価とした。 

村立小中学校体育施設（プール）の一般開放事業(№4)については、予定通り各小学校で実施できたが参加者が減少したことにより評価をＢ評価とした。 

今後は児童・生徒以外に一般にもプール開放できないか検討していただきたい。 

「幸せに生きる力」育成・支援委員会事業の９事業においては、石狩市中学生交流事業（№2）、講演会（№3）、県外先進地視察研修（№4）、育成・支援実践報

告（№5）、諸検定料支援（№6）、未来塾（№7）、スキルアップ研修（№8）、各種コンクール（№9）の８事業については、前年度の課題を踏まえ課題克服に向け

た取り組みがなされ予定通りの開催ができたためＡ評価とし、地域学習塾事業（№1）については、実施自治会が減少したためＢ評価とした。 

「恩納村教育ビジョン」に基づき、今後もより充実した内容で事業を実施し、幸せに生きる力の育成・支援に向けた効果のある事業展開を期待する。 

博物館所管事業の１３事業においては、博物館運営(№1)、企画展・展示会(№2)、博物館講座(№3)、『恩納村博物館年報・紀要』の刊行(№5)、地域伝統芸能

等保存事業（№6）、文化財普及事業(№8)、各種団体への活動支援（№14）の７事業については、前年度の課題を踏まえ、課題克服に向けた取り組みがなされ予

定通りの開催ができたためＡ評価とした。 

沿岸・水中遺跡分布調査（№10）、万座毛植生環境整備事業（№13）の２事業については、６年度新規事業で、当初予定通り実施できたためＡ評価とした。 

地域伝統芸能等保存事業については、今回南恩納区の伝統芸能の映像の記録・保存を行うことで南恩納区との調整を行い申請に至った。伝統芸能を継承するた

め記録を残すことは、伝統芸能を継承する地域を盛り上げていくことにもつながることから、事業実施に力を入れて向け取り組んでほしい。 

 



54 

 

常設展示室リニューアル事業(№7)、山田城跡重要遺構確認調査(№9)、山田城跡公有地化事業(№11)、恩納村文化財指定業務(№12)の４事業については、概ね

予定どおり実施できたためＢ評価とした。山田城跡公有地化事業については、所有者の相続権者のうち数名への連絡が取れない状況であるが多数の相続権者への

協力が得られたことを評価した。山田城跡は整備に向けて準備が着々と進められているが、整備に向けて必要な調査を計画的に行い、基礎情報の更なる蓄積を図

っていただきたい。 

学校給食センター所管事業の４事業においては、栄養教室の開催(№1)、について、前年度の課題を踏まえ、新たにうんな中学校も含めた食育授業もできたた

めＡ評価とした。 

村産食材の積極的な活用(№2)、給食センター見学の推進(№3)、の２事業については、前年度の課題を踏まえた取り組みを行い概ね実施できたためＢ評価とし

た。村産食材の積極的な活用については、農作物の不作に伴い使用量が前年度を下回ったが、関係機関との連携を図り積極的な取り組みを行ってきた。今後にお

いても生産者や関係機関との連携を図り積極的な村産品の活用に取り組んでほしい。 

給食費徴収率の向上(№4)については、過年度分の徴収率が前年度を下回ったため C 評価とした。過年度分の未納額については、不納欠損処理も視野に取り組

んでいただきたい。 

 

③  まとめ 

この事務事業の点検評価は、前年度に実施した事業について、既に現年度の事業が進んでいる時点で行われなければならないため、外部評価委員の意見が即効

性をもって反映されるように、現年度事業の実施途中で中間的評価点検を取り入れ、実効性のある点検及び評価を行い、実施中の事業に反映されることが望まし

い。又、事務事業の点検及び評価をすることにより、成果を確認するとともに、課題解決を要する事業については、その課題解決を事業目標に掲げ目標達成に向

けて努力をしていく、この繰り返しをしていくことが効率的な事業推進につながる。その結果が次年度以降の教育目標や事業執行、予算等に反映されるとともに、

事務事業の改善等に活用されるよう職員が点検評価の趣旨を充分に理解し、村民ニーズに合った高い事業目標を調査及び研究し、常に受益者たる村民の目線で担

当する事業を進めていただければ、より効果的な事業展開が行われ、本村の更なる教育の充実と振興につながるものだと考える。これまでの事業評価で外部評価

委員や教育委員から出た様々な意見や要望を、参考に取り組んでいただきたい。 

全体的な事業評価として、前年度に対し、Ａ評価が大きく増加し、Ｂ評価、Ｃ評価が減少していることは、大変喜ばしいことである。 

最後に、今後なお一層の教育行政関係職員のご活躍をご期待申し上げ外部評価委員会の答申とします。 

 

④  結びに 

  事務事業の点検及び評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に基づき、教育委員会が教育に関する事務事業の管理及び執行状況を点

検及び評価することにより、その成果や課題を確認することで、今後の事務事業の改善に反映させるとともに、具体的、効果的な教育行政の推進を図ることを目

的としています。 

今回の点検評価で明らかになった課題については、次回の点検評価でその取組みの経緯と結果がわかるよう報告していきたいと思います。また外部評価委員会

の意見を謙虚に受け止め、事務事業の改善や効果的な実施と内容の充実に努めてまいります。 

        令和７年８月 

 


